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2012年度年次報告書
青山憲太郎ta)
Annual Report 2012 
AOYAMA Kentarou 
ta) 
t 学術調査員，電子管（貞空管）担当
Academic Staff, Electron Tube Divis10n. 
a) E-mail: kenawoyama@nifty.com 東 10号館 207室，電話 5296
あらまし 当ミュージアムの電子管（真空管）展示室、
所蔵庫の仕分け、登録などを担当しています。以下、
2012年度中の主要な事項をレポートします。
キーワード：電子管、真空管、文献調査、展示品、
示ケー ス、
1. まえがき
当ミュージアムの展示および所蔵真空管は、克っ
てのエレクトロニクス時代の最盛期を迎え、やがて
に主役の座を譲るまでの貴重な歴史的遺産品
であり、これを仕分整理をし、文献調査と
をしました。
2.年次報告書の内容
1.展示ケースの移動、展示品の入れ替え、整備
2.. 、＾し→
3. 
4 外部からの依頼事項への対応
5.その他
3. 内容の説明
3.1 展示ケースの移動、展示品の入れ替え、整備
を系統的に展示する配置に改善する
よう、 1月に他の学術調査員諸氏と共に作業に協力
し、展示ケースの大移動を実施しました。 展示
ケース内の真空管の置き方も、これまで手作りだっ
た 3段の「雛壇」の形状を保ったまま、柴田製作
所製の本格的なものに入れ替えの作業に協力しまし
た。
3.2 寄贈品の整理
安川様をはじめ、各方面から寄贈さ
、及び従来電通大にあった多くの真空管を仕分
整理、登録の作業をして、リストの作成などドキュ
メンテーション化に努力中です。特に昨年度は、内
田ラジオ殿よりの 4W20,000A （現状では、当
ミュージアムのみ） 2本、クラッシック・コンポー
ネンツ殿より初期の RCA6166およびNEC8F66R 
各 1本の寄贈に対応をしました。旧 NTT研究所、
および JRCよりの多量の寄贈真空管があり、現有
の所蔵庫の床面が満杯の状態で仕分整理、登録作業
が不可能な状態でした。更に、ミュージアムの学術
調査員、村松氏よりの多量の寄贈真空管も近く
されていますが、このままでは、所蔵庫の管理不能
状態に陥る危惧がありました。
そこで、本年度、新しく学術調査員になった山肩
氏および現在学術調査員を申請中の磯田氏と共に急
逮購入したプラスチック収容箱 (60個）を使用し
て一応の仕分整理をしました。引き続き作業は継続
中です。
3.3 寄贈希望者への対応
前述の当ミュージアムの学術調査員、村松氏より
の寄贈品に関しては、近々ご本人が来館して寄贈さ
れる多数の真空管の輸送、ミュージアム内での展示
方法に関し、関係者と打ち合わせ予定です。
3.4 外部からの依頼事項への対応
学術調査員の大塚久氏が英国の Dr.Jon Ellisか
ら、日本のデカトロンの詳細につき質問を受けまし
た。これが調査に協力してカタログ、資料などの収
しました。 従来型のデカトロンと
異なり、 の“多極陽極
POLYATRON、DAllが新たにその存在が発見され、
現物を調査中です。
3.5 その他
昨年まで、所蔵真空管の仕分整理および登録に大
変なご努力を頂いた学術調査員の故国府田氏の作業
を継続すべき、山肩氏および磯田氏と共に昨年より
所蔵庫の仕分整理を継続中です。仕分整理中の多数
の不明真空管（初期のヨーロッパのビ
用真空管）は、当ミュージアムの大塚久氏に調査を
お願いしています。しかし、展示スペースが極めて
限定されているため、真空管史上で極めて価値ある
を展示出来ない状態にあります。誠に残念で
す。
4. むすび
以上、昨年度の当ミュージアムにおける活動状況
をまとめました。本年も継続して作業をする所存で
すが、大学当局にも、今後更に展示／収蔵のスペー
スを拡大して頂くよう懇願する次第です。
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UECコミュニケーションミュージアム 2012
当館における情報の電子化に付いて／年次報告
有澤豊志ta)
Computerization of museum. 
ARISA¥¥,AToyoshi 
ta) 
↑ 学術調査員，通信技術史
Academic Investigator, History of communication technolo四
a) E-mail: a1'isawat@uec.ac.jp 東 10号館 111室，電話 5296
あらまし 博物館では歴史的な機器，貴重な資料や文
献を数多く保有している．これらを分類整理しデータ
ベース化を行う事について多くの博物館ではそれぞれ
工夫がなされている．電気通信大学に付属する当館で
は幸いな事に開館当初より分類・整理の為の電子化が
進んでいる．これらを有機的に利用する事を目的とし
て本学教育研究技師部の住谷修，青木猛両氏と共同で
H21,._,_, H24 年にかけて RFID(Radio Frequency 
Identification)およびタブレット端末を利用した情報の
電子化に付いて検討・試行を行ったので報告する．
キーワード RFID, reタグ，タブレット（端末），
タベース・サーバ．
1. まえがき
においても年々増え続ける収集品（以下資
料）を整理し収蔵庫に保管あるいは展示している．
これらは様々に点在し資料の所在の把握が少しずつ
困難になりつつあるこれに対応するために資料の
電子化は有効な解決策の一つであると考えるこれ
らの収納物の整理等の効率化を図るため近年様々な
分野で注目されている RFID に付いて検討
ったまたこれにより RFIDを使用したシス
テムに付いて情報の取得[l]も目的とした． これは
ICタグと読取機 (R/W）を用いることで目視や
バーコード等の検出に比べ、非接触の検出のみなら
ず適当な距離から容易にその資料の存在が確認出来
ると言う特徴がある．さらにこれら資料の（電子化
された）データベースを利用する
いて資料の専門的解説の紹介を容易にし，特別な計
算機技術に依らずこれらのデータベースが利用でき
る事に着目してタブレット端末を利用した表示を試
みた．
2.試行実験報告
ICタグの導入に際し，当館での特異な状況とし
て資料に送信機や受信機等大型金属製また真空管等
ではガラス、セラミック等様々な材質の物が有り，
一般に使用されている汎用（一般用）の ICタグで
は適切に対応できないものが多いという特徴がある．
また，資料を展示する際に ICタグが前面にあると
鑑賞の妨げになるこれらを考慮しながら検証をお
こなった．
2.1 ICタグの読み取りと R/Wに付いて[2]
始めに R/Wから放射される強度の比較ならびに
一般用 ICタグと金属タグ，また貼付場所を正面以
外，今回は背面への貼付に付いて R/Wの読み取り
に付いて検討を行った
ICタグ，読取装置 (R/W)
1に示す．
ハンディロングリーダライタ(R!W)
構内無線局
(250[mW]) 
対応周波数
UHF帯 952"-'954[MHz]
重量 465[g]
図 l装置の概要
（左から ICタグ一般用、金属用、読取機(R/W))
(1) ICタグの
を図 2,
(2) 金属資料の後部貼付による読み取り
(3) R/W放射パターン，”
を図 3，に示す．
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装置の概要を図
と読み取り限界の測定
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図2.R/Wに対するタグの角度と読み取り限界
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図3．等受信強度面による表示
図 2では ICタグが R/Wに正対して置かれてい
るとより遠くで読み取りが出来る事をしめしており，
角度をもつほど読み取りが悪くなる事を示している．
また上からタグのみ，乾燥した木材に貼付と木材
チップのブロックに貼付したものに付いて角度を変
?
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偏
、
えながら比較を行った．この結果では，一般用 IC
タグのみの場合その読み取り距離は 80[cm]程度で
あり 60度傾くと距離が半減する事が確かめられた．
図 3．では放射強度を確認してみたが，中央の
細い実線が ICタグの読み取り限界を示す．すなわ
ち正面の放射に比べ，側面の強い放射に対して必ず
しも読み取りが容易でない事がわかる．
2.2 RFID運用システムの試験構成[3]
RFIDとデータベースを組み合わせ総合的なシス
テムを目指し構築した．学習を行いながらの実験で
あるので，それぞれを単純化するため， ICタグと
R/Wとの通信ならびに PClとの読み取りデータの
通信．および読み取ったデータとデータベース用
PC2との通信とを分けてそれぞれに付いて検証を
試みた．構成図を図 4に示す．
” 
託戸四
雫戸ム構成図｀
R!Wの OSは WindowsCEであり， PClおよび
PC2には SentOS(Linux)を用いたデータ表示と
あるのは R!W装置はその表示機を示し， PCl,
PC2はそれぞれ端末のディスプレーによる表示を
指す．データベースは PostgreSQL，を使用し言語
は主に Perlを用いた．
ICタグと R!Wとの読み取り距離の延長に付いて
試行した．当初漏洩同軸ケープルも検討を行ったが，
それに先立ち， R/Wに 40(j)のパラボラ面を持つ反
射器を使用することで約 3[db]のゲインを得測定距
離が 2倍となったまた同軸ケーブルの両端に
ループ状アンテナを介することで条件によっては
24mまで測定距離を得る事を確認した．［4]
2.3 タプレット端末の利用に付いての試行[5]
前回までに作成した簡単なデータベースを元に，
これまで R!Wで確認されたデータを直接タブレッ
ト端末で呼び出せる様にし，表示を行った．構成を
図5，に示す．
IDの説取り IDを転送
巴—｛□三］一→ □三三〕
データの参照 ↑ 
I クプレット端末 1
図 5,タブレット端末の表示システム
R/Wで読み込んだタグ IDは DataSVに送られ
る．データサーバ上の Perlのプログラムが IDを受
信しサーバ上の PostgreSQLから検索し表示に使
用するテキストファイル名と画像の jpegファイル
名を取得するこれを利用して、同じプログラムで
表示用の htmlファイルを作成する． htmlファイ
ルをタブレット端末でデータサーバ上の httpdを
経由して表示する． R!W上のプログラムは VBで
作成表示例を図 6に示す
図 6表示される資料データの一例 (html表示）
3. むすび
RFIDシステムに付いて学習を目的としながら博
物主に RFIDの学習をしながら館における情報の
電子化に付いて考察した 現在は htmlで試験的
に表示している今後は各展示室が保有する電子化
された大量のデータを有機的に統合したデータベー
スの整備をおこない，また表示端末専用アプリの開
発により資料の管理ならびに展示説明の電子化に応
用が期待できる．
文献
[ 1 l 根日英之，植竹古都美著，ユピキタス無線工学と微
細RFID, 東京電機大学出版会，2006月5年．
[2] 有澤豊志，住谷修青木猛， ‘‘UECコミュニケーショ
ンミ ュージアムにおける RFID導入のための評価実
験 ”,H21琉球大学実験・実習技術研究会 in琉球
報告集， March.2010. 
[3] 有澤豊志，住谷修， “UECコミュニケーションミュー
ジアムにおける RFID導入のための評価実験(2),"H22 
熊本大学総合技術研究会報告集， March2011. 
[4] 有澤豊志， ‘‘UECコミュニケーションミュージアム
における RFID導入のための評価実験(3),"H23神戸
大学 実験・実習技術研究会報告集， PP303-304,
March 2012. 
[5] 有澤豊志，住谷修，‘UECコミュニケーショ ンミュー
ジアムにおける RFID導入のための評価実験(4)," 
H24愛媛大学 総合技術研究会報告集， March
2013. 
?
UECコミュニケーションミュージアム 2012
第 1第 4及び第 5展示室について
石島巖ta)
About the exhibition on room I,4,&5 
ISHIJIMA Iwao 
ta) 
t 学術調査員，無線機器担当
Academic Staff, UEC Museum of Communicatuins. 
a) 東 10号館 111室，電話 5296
あらまし 初めての報告であるので、第 1展示室、第
4展示室、及び第5展示室の展示についての概略を紹
介する。その後に最近のグループの活動事項について
の報告する。
キーワード 有線電信電話機器、無線電信電話機器、
電波航法機器、放送機器、インマルサット、気象衛星、
年代順の展示、動態展示
1. まえがき
これらの展示室については、筆者と桑嶋学術調査
宮入学術調査員が整備を担当している。現在で
は使用されなくなった有線無線の通信機器や通信シ
ステムが、その時代にどの様に役に立って来たか、
そして、その技術が現代の技術にどのように引き継
がれて来たかを理解して頂けるよう にするこ
とを日々心掛けている。動態展示を旨とし、可能な
限り年代を追って技術の進歩が実感できるように機
器を配列している。
2.本文
2.1 第 1展示室
NHKテレビにおいて“坂の
というドラマが放送された。その中で、哨艦信濃丸
が“敵艦見ゆ”の電報を打電するシーンに使用する
「三六式無線電信機」の撮影用機材を制作するに当
たり、当館中村学術調査員が指導した縁により、放
送に使用した機材を記念として頂戴した。本年度当
初より、入口左側の最初の場所に展示ケースを増設
して展示した。
2.2 瞬滅火花式無線電信装置の展示
従来から本学前身校中央目黒無線電信講習所の実
験設備であった、大正9年製の瞬滅火花式無線電信
（火花放電電極、同調コイル、同コンデンサ、
水銀電流断続機）を展示していたが、上記、明治3
6年のモデルと隣接して配置することによって展示
が効果的になった。更に隣接して、昭和 5年製の真
空管式200Wの送信機が展示してある。
2.3模擬船舶無線室
展示室の入口に近い、右側の一角に、独立行政法
人航海訓練所の帆船日本丸に搭載されていた主送信
機を中心として、昭和 50年代の日本の外航船舶の
無線室を摸した模擬無線室を構築し展示している。
この時期は、日本で船舶職員法改正が行われ、旅客
船を除く、総べての外航船舶に乗務する通信士の定
を1名に減員した。このため遭難船舶が SOSを
発信しても、一日の中 16時間は誰にも受信されな
い状態に陥った。これを回避するため、全世界の船
舶に警急自動受信機を設置させ、警急信号自
も備え付けて、 SOS発信の前に周囲の船舶の
休息中の無線通信士を無線室に呼び寄せるシステム
が必要となった。この模擬船舶無線室はこのような
特別な時期の無線室の設備の構成を示す。この後に、
更に短波 SSB無線電話を併用する時代があり、更
にしー、 （インマルサット）をも併用する時代
があった。そして 1999年 GMDSS（海上における
遭難と安全についての世界的な制度）により、
通信による遭難通信のみの時代となった。
2.4 SSB無線電話が船舶通信に導入された時代
1970年代に、やっと SSB
話が導入された。 SSB無線電話は日本の漁業無線
においては、 10年以上前から単信方式で使用され
ていたが、国際海上通信においては陸上の有線電話
網と復信方式で接続するので、海上通信に革命的な
変化を与えた。船舶側は 1.2kWの SSB送信設備
の設置が許されたが、自局の受信機への送信電波
の回り込み防止に困難を極めた。この展示室には
KDD海岸局（小山送信所）の lOkW送信装置と、
航海訓練所銀河丸の送信装置が展示されている。こ
の通信システムは既に廃止されていて、衛星通信シ
ステムに変わっている。玄関ホールには衛星通信用
の船舶地球局装置、 EPIRB（衛星位置指示無線標
識）、 NAVTEX（航行警報用印刷電信）などを展示
している。
2.5第4展示室
気象衛星“ひまわり”からの電波を受信する気象
衛星通信所は、埼玉県比企郡鳩山町に設かれている。
この通信所では直径 18メートルのパラボラアンテ
ナ2基が“ひまわり”に向けられており、受信デー
タを清瀬市の気象衛星センターヘ送る。この2局を
もって気象庁の中央データ利用局 (CDUS) と呼ば
?
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れている。第4展示室には気象衛星 1号 (GMS-1)
の打ち上げに対応して通信所に設置されたシンクロ
ナイザー・データーバッファーという装置が展示さ
れている。これは、受信データを地球表面の正しい
ッピングする機能を果たすもので米国ウエ
スチングハウス社製である。第4展示室はこ
を中心として、本学の MDUS（中規模利用局装
置）で使用したレーザービームレコーダや気象用
ファクシミリ送画装置、受信装置、‘‘ひまわり”か
らの受信画像多数が保管展示されている。
2.5 第5展示室 電気通信大学の通信実技教育
電気通信大学は前身校以来、海上人命安全条約履
行の国家的要請から、第一級（総合）無線通信士通
信士養成のための教育（通信実技を含砂）を実施し
てきたが、 GMDSSにより、 1999年以降、モール
ス通信が遭難通信に使用されなくなることが明らか
となったため、独自の判断により、 1997年以降、
通信実技の教育を終了した。その当時の練習装置の
一部がこの室に動態展示されており、送信技術、受
信技術の訓練が体感できるようになっている。また、
この部屋には初期の有線通信の送受信の装置、中
も、実際の機器を使用して動態展示している。
有線の専用通信に使用したテレタイプ用の機器も
示されているが、動態展示に
には、
局が適時運用されるため、
まれている。
3.1平成23年度中の活動報告
CQ出版（株） 2011年 5月発効のRFワールド誌
No.14に、“船舶の安全と無線通信の発達小史”と
する一文 (16ページ）を寄稿した。文中、本
ミュージアムの展示についても触れ、本ミュージア
ムの案内文も掲載された。この文章は筆者が作成し、
桑嶋、宮入、石井各学術調査員に精査を願った。
っていない。この
アマチュア無線
のアンテナが引き込
するシステムの始まりまで」
(2) 5月26日石島巖 「日本海海戦における無
線電信の活躍。海上通信の夜明け、タイタ
ニック号の遭難と海上人命安全条約」
(3) 6月23日 石島巌「昭和時代の海上通信の
変遷」 中波・短波の無線電信、無線電話、
レーダー、ロラン、気象通信（電信 •FAX),
新聞放送（電信 •FAX) 、世界の海岸局。
(4) 7月28日 石島巌「海上における遭難と安
全に関する全世界的な制度 (GMDSS),
通信、気象衛星とリモートセンシング」
(5) 8月 25日 石島 巌「短波帯で発生する
フェージングの原因究明と完全除去」
(6) 9月 22日 田中正智、石島巖、桑嶋陽一
「電通大UECコミュニケーションミュージ
アムの解説つき見学ツアー」。館内の全て
内、懇切に説明し、受講生は大満足の模様と
された。
3.2平成24年度中のグループの活動報告
2012年度稲城市の生涯学習講座 (4月～9月ま
で 6回）の講演を館長の依頼に基づき、田中学術
調査員と協力して次の通り実施した。全体的な演題
を「通信の歩み～歴史的ロマンとエピソード～」と
し、 4月から 9月まで、月一回、土曜日午後 1時
30分～3時までとして発足した。
(1) 4月14日田中正智 「人間コミュニケーショ
ンの発祥からそのコミュニケーションを支援
この講座を行うに当たっては桑嶋学術調査員によ
る資料の綿密な調査、パワーポイントの作成などの
協力に預かり滞りなく終了することを得た。ここに
深謝申し上げる。こ
歳にも及ぶ年齢差があるにも拘わらず、
が毎回殆んど欠席もなく好感のもてる あった。
3.3 図書関係の整理
き 2月 5日に打ち合わせ、
参加者櫻井、小栗、小椋、宮入、和田、世古、小栗、
したので、
大山さんの整理番号のない書物を選び出し、
を付して整理する。蔵書リストの作成方法要検討。
3.4 第5展示室のテレタイプ装置の動態展示
第5展示室の各装置は殆どが動態展示となってお
り、見学者が実体験可能なようになっている。ここ
に展示されている比較的新しいテレタイプ装置が、
説明書が不明であるために動態化できない状態にあ
る。次期には何とか動かしたいと考えている。
4.おわりに
初めての報告書であるので、報告内容が不適当で
あればお許し願いたい。我われの担当する分野の後
継者が現れないものかと心待ちにしています。 是
非、筆者らの頭がはっきりとしているうちに、どな
たか立候補をお願いしたいと切にお願いする次第で
あります。
?
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錯視関連展示物
出澤正徳ta)，程暁宏t
Visual ilusion 
ta) t 
Masanori Idesawa ・ -, Xiahong Cheng 
↑ 学術調杏員，担当 第 7展示室
Academic Staff, Exivision room 7 
a) E-mail: idesawa@is.uec.ac.jp 東 10号館 101室，電話 5296
あらまし 錯視は視覚の大切な機能の一部が顕在化さ
れたものである．錯視の研究は人間の視覚のしくみの
解明に繋がる．第 7展示室における展示の一部として，
本学に在籍した院生や研究員，教員などによって見出
された錯視に関連した展示物および映像を公開した．
キーワード 錯視， 3次元錯視，回転変動錯視，運動
からの 3次元知覚
1. まえがき
人間は感覚システムを通じて外界状態に関する情
報を取得している．そして，それらの 60％以上を
視覚を通じて取得すると言われている．錯覚は人間
が外界状態を検知する感覚システムの正常で大切な
はたらきの一部が，顕在化されたものである．錯覚
のおこる理由を明らかにすることは，人間がものを
知覚するしくみ，つまり脳が感覚からの信号をどの
ように処理しているのかのメカニズムの解明に繋が
る（図 1) [1]. 
人間は視覚により 3次元の環境中に存在する物や
障害物の状態を認識し，柔軟に活動できる． 3次
元知覚の手がかりには，両眼視差（両眼立体視），
遠近法、模様勾配，隠蔽，陰影，運動視差などがあ
る． 3D 映画や立体テレビでは，右目および左目
に相当する映像をそれぞれ対応する眼に提示する両
眼視差手がかりが用いられている．絵画などでは，
遠近法，模様勾配，隠蔽，陰影などの手がかりが巧
妙に組み合わされ，平面てきな 1枚の絵のみで奥行
きのある 3次元像として知覚される
冠
2.1 両眼立体視による 3次元錯視
アナグリフ（色眼鏡）で観察する 3次元錯視対象
知覚のパネルを展示した．さらに，本学院生によっ
て見出されたパントマイム効果と呼ぶ透明な体積感
知覚現象（図 1)についてのパネルを展示した．
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図2. パントマイム効果（透明対象知覚）のステ
レオグラム（L：左眼画像， R：右眼画像）
2.2 動的錯視装置の展示
(1)回転変動錯視 多角形の大きさ，形状，回
転中心が変動して知覚される．穴あきマスク
を交換し 3種類の回転変動錯視を観察できる．
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図 3. 回転変動錯視
(2) ニューロフープ ：4個の円板を偏心させて取
り付け，異なる速度で回転させると，固定回
転軸の位置が変動して知覚される．
図4. ニューロフープの概念図
図 l．錯視とものの見える仕組み
2.錯視関連の展示物
代表的な幾何学的錯視のパネルおよび本学に在籍
した院生や研究員，教員などによって見出された錯
視に関連した展示物を公開した．
3.運動からの 3次元知覚
運動の手がかりでは，対象物の運動や人間が移動
に応じ網膜上に生じる像移動（光流動： Optic
flow)から奥行が知覚される．単眼像（片目）でも
機能し，「運動からの‘3次元知覚'('X' from 
Motion:'X'：奥行き，構造，形，表面）」として研
究されているごく最近に，本学おいて運動からの
‘体積感 (volume)知覚’現象が見出され，上記
の ‘X'に新たなカテゴリとして加えられることに
なった[2,3].
?
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なお、両眼視差は運動手がかりによる奥行き知覚
作用を弱めるため，運動からの 3次元知覚はスク
リーンを単眼で観察した方がより強く知覚される．
3.1 運動による奥行き・構造の知覚
スクリーン上の 2次元曲線に沿って配置された
ドット群は運動すると奥行きを有する 3次元空間中
の曲線状構造体に沿って知覚される．
,~-VJ 
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図 5．運動による奥行き．構造知覚
3.2 運動からの 3次元表面知覚
スクリーン上に散在しているドット群が運動する
と運動の状態により， 3次元表面上に存在するよう
に知覚されるさらに， ドットの間（隙間の領域）
にも 3次元的な表面が連続して知覚される．
図 6．運動からの 3次元表面知覚
3.3 運動による透明錯視立体（球）の知覚
スクリーン上に散在した円錐群が回転運動すると
それぞれの円錐は3次元空間内の透明な球をその底
面で支えているように知覚される．透明球体内は円
錐の底面の色味を帯びて充填されて知覚される．閉
じた部分空間が媒体で充填されて知覚されることを
体積感と呼んでいる．知覚状態は回転軸の方位およ
び回転運動の方向にはよらない．
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図7．運動による透明錯視球の知覚
3.4 運動から体積感知覚
スクリーン上に散在しているドット群が運動する
と， ドットは奥行きを持ち， 3次元空間内の表面上
に知覚される出現部（新たに現れるドット群）お
よび消失部（消失するドット群）とが存在すると体
積感が知覚され，それらが存在しないと体積感は知
覚されずに厚みのない表面として知覚される[2,3].
? ???
? ?????
図8．運動からの体積感知覚と出現部・消失部
3.5 凸面？凹面？
スクリーン上に 2次元的に散在しているドット群
が運動すると 3次元空間内の円筒表面上に知覚され，
表面が，不自然な形態で凹から凸へと切り替わるよ
うに知覚される 一般に，人間の視覚では，日常的
な経験などにより，凹の面として知覚されるよりも
凸の面として知覚される方が安定なためと考えられ
ている．
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図9．凸面？凹面？同一剌激が凸面にも凹面にも知覚される
4. むすび
本年度は，2011年度まで 80周年記念館に展示
されていた錯視に関連した展示物をコミュニケー
ショ ンミュージアムに移転したこれらは，本学に
在籍した院生，研究員，教員などによって見出され
た錯視に関連したものであり，その一部を第7展示
室において展示・公開した．さらに運動からの3
次元知覚現象については，視覚実験において使用し
ていたプログラム[2,3]を改造し，デモ・プログラム
とした．これを，第7展示室に備えられているプロ
ジェクタを用いてスクリーンに投影して公開した．
文献
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2012年度年次報告書
大塚久ta)
Ann叫 Report2012 
OHTSUKA Hisashi 
ta) 
t 学術調杏員，電子管（真空管）担当
Academic Staff, Electron Tube Division. 
a) E-mail: tubeclct@aroma.ocn.ne.jp 東10号館 207室，電話 5296
あらまし 当ミュージアムの電子管（真空管）
中でも古典管の部を担当しています。以下、 2012
中の主要な事項をレポートします。
キーワード 電子管、真空管、展示品、展示ケース、
1. まえがき
約 100年前に発明された真空管がエレクトロニ
クス時代を到来／発展させ、やがて半導体に主役の
座を譲るまでの変遷を、実物の展示を基に見学者に
理解して貰うべく作業しています。
2.年次報告書の内容
(1) 展示ケースの移動、展示品の入れ替え、整備
(2) ドキュメンテーションの充実
(3) 寄贈品の整理
(4) 
(5) 外部からの依頼事項への対応
(6) その他
3. 内容の説明
3.1 展示ケースの移動、展示品の入れ替え、整備
ら半導体に移行す
るまでの主要な製品を系統的に見るには不都合な配
置だったため、これを改善するよう、 1月に学術調
査員諸氏の協力を得て展示ケースの大移動を実施し、
展示品も 1904年のフレミング・ヴァルヴからオー
ディオン管、リーベン管を経て第一次世界大戦中の
ラジオ放送開始当時の真空管、第二次世界
大戦中の真空管に到り、更にテレヴィジョン用など
に進化して、最後はプリント基板にリード線を直接
ハンダ付けするような製品が出現し、間もなくトラ
ンジスターにバトン・タッチした経緯が判り易いよ
うに改善しました。まだ他の展示品との関連なども
あって理想的とは云い兼ねますが、現状ではベスト
に近いと思います。
展示ケース内の真空管の置き方も、これまで手作
りだった 3段の「雛壇」の形状を保ったまま、柴
田製作所製の本格的なものに入れ替えました。
3.2 ドキュメンテーションの充実
上記に伴い、最初期のサンプルには博物館規格の
ラベル（有澤氏の提案による）に加えて A4サイズ
の写真入り詳細説明資料（和、英文併記）をケース
の前面に設置し、専門家の質問にも答えられるよう、
ドキュメンテーションの充実に注力しました。更に、
その後のサンプルも年代別、用途別、構造別などに
分類した後、上記雛壇の上部に簡単な見出し（例：
「第一次世界大戦中の真空管」）を付ける作業の継
続中です。また、これらにも最初期のサンプルに準
じて詳細な説明資料をケースの前面に設置するよう、
目下努力中です。
3.3 寄贈品の整理
安川様をはじめ、各方面から寄贈さ
及び従来電通大にあった多くの真空管を整理
して、リストの作成などドキュメンテーションに努
カ中です。但し本件については、大塚個人としては
殆ど寄与していません。
3.4 寄贈希望者への対応
（株）から Bruel& 
また 6月に故長
氏（本学 OB)のご家族からオーディオ・アンプ、
レコードなどのご寄贈の意思表示があり、対応しま
したが、寄贈希望者側の事情で実現には到りません
でした。
3.5 外部からの依頼事項への対応
12月に英国の Dr.Jon Ellisから、日本のデカト
ロンの詳細につき質問を受け、槙、青山両氏と協力
してカタログ、資料などを集めて英文化し、回答し
たところ、大変喜ばれ、英国製のデカトロン 1個
を寄贈されました。更にその後も質疑応答を続けて
現在に至っています。
3.6 その他
現状では展示スペースが極めて限定されているた
め、展示出来ないサンプルが多量にあり、それらの
整理にも多くの労力を要します（なかなか手が付か
ない現状です）。
4. むすび
以上、昨年度における活動状況をまとめました。
本年も引き続き努力してゆく所存です。大学当局に
も、今後更に展示／ 収蔵のスペースを拡大して頂
くよう、お願いする次第です。
?
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小椋正明ta)
Annual Report 2012 
OGURA Masaaki 
ta) 
t 学術調査員
Academic Investigator 
E-mail: de_oguram@pk2.so-net.ne.jp東10号館 111室，電話 5296
あらまし ミュージアムを円滑に運営するための作
業を実施しました多くの物品がバラバラ未整理の
状態で何から手を付けたらよいか分からないまま，
まずは依頼のあった事項の作業をしました
まえがき
2 0 1 2年は学術調査員見習いとして以下の作業
を行いました。
(1) デカトロン管表示装置の誤点灯の修理
(2) マジックアイ表示装置作成の手伝い
(3) 計測器の動作確認及びまとめ
(4) 蔵書の日本十進分類法化への試行
(5) 調布祭に於いて第二展示室での説明員
1.デカ トロン管表示装置の誤点灯の修理
デカトロン管表示装置に於いて表示がランダムに
点灯する様になったのでこの現象をなくするように
修理しました。修理内容はパルス生成回路のコンデ
ンサ容量の変更及び、デカトロン管へのバイアス電
源にリップルが乗っていることで、表示が誤動作し
ていましたので、バイアス回路を新規に追加しリッ
プルを無くしました。
2.資料の分類 ・整理
安川コレクッションの図書をようやく開梱し、図
書・雑誌を大分類し，書庫（受電室）に運び入れま
した。
図書を分類するに当たり、書籍を熟知された田中
先生がオリジナル・コードA~zに分類され、それ
に基づいて大山さんがリスト化された約 33 0 0冊
に付いて世古 ・櫻井調査員と共同で国会図書館にア
クセスし題名、著書などをキーワードに’'日本十進
分類法”の番号の抽出を行うとともに課題の抽出を
行いました。
3. 計測器の動作確認及びまとめ
世古調査員と共同でコミュニケーションミュー
ジアムが保管しているアナログ計器（直流、交流電
圧、電流計）約 60台の整理、動作確認を行い、報
告書の作成を行いました。
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4. マジックアイ表示装置作成の手伝い
小栗・櫻井調査員が進めていたマジックアイ表示
装置の改良（マジックアイを 6->8本その他）の
作業でマジックアイ部の接続、マイクの製作の作業
を手伝いました。
5.調布祭に於いて第二展示室での説明員
11/23, 24, 25に行われた調布祭において中川、
桜井調査員と共に来客者に対して、第2展示室のラ
ジオ、音響、コンピュータなどの説明を行いました。
6. むすび
沢山ある収蔵品を整理とリスト作成には，かなり
の時間を要しますまた，週 1日程度で各調査員の
曜日も一致しないため作業はなかなか進みません．
今回の年次報告書など，慣れない作業で尚更進みま
せん．増員と全体作業を仕切る人や作業スペースの
確保などの必要性を強く感じています．ミュージア
ム全体で有している装置、書籍などの共通データ
ベースの必要性を痛感しました
，?
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桑嶋陽一ta)
UEC museum of communications annual report 29 March 2013 
KUWAJIMA Yoichi 
ta) 
t 学術調森員，無線機器担当
Academic Investigator, Radio Equipment Division 
a) E-mail: ueck@pf7.so-net.ne.jp東 10号館 111室，電話 5296
あらまし 本ミュージアムの主要機能（目的）である
収蔵品の展示並びに管理及来館者に対する案内並びに
解説及収納物件の保全を主要任務と心得てボランティ
ア活動を行った．
1. 出勤（適当な用語が思いつきません）回数
（日数） H24年 4月～H25年 3月 75回（日）
2.収蔵品・書籍・資料の整理
として第 1，第 4, 第 5展示室に拘わる
項に関し関係学術調査員と協力実施．
3. 資料作成等
(1) 第 1, 第 2,第 5
成
(2) 
(3) 
ポート．（パワーポイント作成
ミュージアム
(4) 田中学術調査員サポート史資料．
(5) 「大正 3,4年海戦史（防衛省戦史資料室）」を
word 
(6) 「地中海遠征記（防衛省戦史資料室）」を
word 
(7) 資料「SSLEVIATHAN」の翻訳（石島，宮
入各学術調査員との共同作業）
4.専門分野（特に専門と云うものがないので経験
した主なもの）
船舶電気艤装（無線，電力（発電機等），航装
（航海機器関連），計装（自動化等））並びに船舶艤
装工事全般の安全，品質，工程，原価（エ数）の管
理及海上公式試運転宰領．
5.謝辞
ミュージアム本館並びに収蔵庫と図書館倉庫（旧
受電室）間の書籍，資料等の移動，運搬に石島学術
調査員の自家用車を貨物車として多数回利用させて
頂いた．
此のご厚意なくしてミュージアムの整理は現状の
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様には進まなかった．ここに記して御礼を申し上げ
ます．
小生間もなく 79歳になりますがこの年でも
ミュージアムのお役に立てる様体力，気力の維持に
努めてまいりますので今後とも宜しくお願い申し
げます．
UEC Museum of Communications Annual Reports 
ミュージアムにおける支援活動
櫻井徹男ta)
Support for Operation on the Museum 
Tetsuo Sakurai 
a) 
t 学術調査員
Academic Investigator 
E・mail:jalpoq@extra.ocn.ne.jp東10号館 111室，電話 5296
あらまし ミュージアムを円滑に運営するために館内
整備、収蔵品の修理等必要な支援活動を行って来まし
ー たのでその内容を報告します．
まえがき
2 0 1 2年は主に以下の作業を行いました。
(1) 第六展示室の真空管展示ケースの移動
(2) TechnicsRS-1500Uの修理
(3) マジックアイ表示装置のスケルトンケース作
成
(4) 蔵書の日本十進分類法化への試行
(5) 本学学生への真空管アンプ制作指導
1.第六展示室の真空管展示ケースの移動
真空管を展示しているショ ーケースを大塚調査員
の指示に従い時代順に並び替え、小栗調査員と共に
地震対策用にケース間を結合していた板金を再取付
し、不足していた数か所の板金を手持ちのアルミ板
で作成し固定しました。二日間の作業
2. TechnicsRS-1 SOOUの修理
前館長から寄贈された 38cmのオープンリール
デッキの修理を行いました。動作を確認したところ
キャプスタン駆動モータが回っていないことが判り、
プリント基板を外し主要部分のパターンを追って回
路図を起こしながらチェックしました。基準発振と
分周は三菱電機の M58432を使用し 4.194304MHz
から 256、128、64Hzを作成し 38c m/S、19cm
/S、9.5c m/Sの各基準信号としてモータのエン
コードパルスと比較し PLL回路で制御しているこ
とが判り、回路を追ったところブラシレスモータ駆
動回路の数か所のパターンが腐食し断線しているこ
とが判りました。原因は基板の下にクッションとし
て当てていたスポンジ（発泡ポリウレタン製）が加
水分解し発生した酢酸が銅箔を腐食させたためです。
発泡ポリウレタンの加水分解は 1990年代に問題に
なり今はポリエーテル系に切り替えているものが多
いですが昔の製品はポリエステル系だったので保存
が悪いとスポンジが融け修理が大変になります。カ
メラの内部にも遮光用としてスポンジが使われてい
．るので融けたスポンジを見たことが有ると思います。
腐食した部分を剥がしその部分に銅箔テープを細く
切ったものを半田付けしパターンを修復させました。
これでキャプスタンモータは回りましたので、後は
全体的に動作チェックし更に PLLのロック調整、
手動調整時の回転数調整を行い、録音、再生機能を
低周波発振器、オシロスコープでチェックし異常が
ないことが確認できたため修理完了としました。作
業は週一回のためと回路図がないために延べ3か月
かかりました。
写真 l修理完了後展示室に設置
写真 2録再生信号チェックで開いたところ
3. マジックアイ表示装置のスケルトンケース作成
植調査員から調布祭の展示に使用するマジックア
イを昨年の4本より 8本に増やし見易いようにケー
スはスケルトンが良いとの要望を出され、倉庫に
有った 8mm厚の定尺アクリル板を使用して作るこ
とにしました。レイアウト図は 1/2の尺度で作成し
ましたが、簡単なので部品図は作らずに加工に入り
ました。パーツは全部で 7枚作りましたが、木工用
の鋸で 3尺幅の板を切るのは結構大変で切断後の寸
法、面出しはカンナと鑢で削りながら行いました。
ケースの寸法は幅 400、高さ 320、底面での奥行き
296でマジックアイ取り付け板の角度は 68.9度と
昨年小栗調査員が作成した4本の展示品と同じ角度
にしました。組み立てはM3のタップを立てネジ止
1 1 
めにし、一部はアクリル接着剤で固定しました。マ
ジックアイの電源は倉庫に眠っていた真空管アンプ
用のケースを使用し小栗調査員と小椋調査員に作成
して戴きました。背面のカバーは上下に隙間を設け
自然対流で熱を抜くようにしています。作成期間は
調布祭に間に合わせるために 2か月でしたが週二日
の作業を行い、一部は自宅で加工しました。
写真 3ケース正面
写真 4点灯させたマジックアイ
4.蔵書の日本十進分類法化への試行
図書・雑誌を分け，書庫（受電室）に運び入れま
した。図書を整理するに先立ちすでにリスト化され
ている図書約 33 0 0冊について世古・小椋調査員
と分担して国会図書館にアクセスして題名、著書な
どをキーワードに’'日本十進分類法’'の番号抽出を
行いました。今後はこの番号で棚への収納を行いま
す。検索作業は全て自宅で行い一冊 1分以上かかり
のべ20時間以上の作業となりました。
5.本学学生への真空管アンプ制作指導
10月のある日、横調査員が学生に何か説明して
いるので、ちょっと覗いたら真空管アンプの話しで
した。 3年生の学生 K さんが真空管アンプを作り
たいのでミュージアムに相談に来られたとのことで、
部品は用意するから指導して欲しいと言われ、 11
月からならと引き受けました。倉庫に有った山水の
真空管アンプをバラしてケースを使用することにし
て半田ごての使い方を教え抵抗、コンデンサ、 トラ
ンス等を外し横さんが用意してくれた 6V6シング
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ルアンプの回路図を基に新たに組立てを開始しまし
た。ただ組み立てるだけでは K さんの知識が増え
ないと思い抵抗、コンデンサの誤差の話をし、抵抗
値やコンデンサの容量は誤差に応じて等比級列で決
めていることやカラーコードの読み方を教えました。
参考にした回路の部品定数の決め方をローパス、ハ
イパスフィルターの考え方からカットオフ周波数を
計算して理解して戴きました。また製品つくりには
安全性が欠かせないので感電や火災を防ぐための注
意点も合わせて教えて行きましたが、授業とは違う
のでどこまで理解して貰えたかは不明です。
配線に際してもヒータ線は捩ることで互いに流れ
る逆向きの電流で外部磁界が打ち消されるため他の
線への誘導を減らしハム（電源ノイズ）の発生を低
減させることを覚えて貰いました。これに絡んで分
布定数回路と電線の耐圧、許容電流の説明もしまし
た。
出カトランスは一次側が並列、二次側を直列にし
てインダクタンス不足による低域低下を多少補う接
続にしましたが一次側のインピーダンスが 7KQで
並列にて 3.5kQになるためプレート電流を増やし
動作点を少しずらしました。 K君には初めての作業
が多かったのでまず片チャンネルを完成させ、後に
もう方チャンネルを組んで貰いステレオに仕上げま
した。完成後特性をチェックしましたが低域は
200Hzから下で低下し始め最大出力は 1.3W、歪率
は余りよくなく 3％台でしたが部屋で聞くには十分
なので 12月中旬で横調査員が用意した CDプレー
ヤとスピーカを付属品として渡し完了としました。
心
写真 5最終チェック段階のアンプ
6. むすび
見学者に来て良かったと言って貰える「ミュージ
アム」を目指し動体展示の維持と増やす活動を今後
も支えて行きます。また中高生の来館者にエレキは
面白いことを伝え次世代の科学好きな若者を増やし
日本の技術維持に少しでも貢献できればと思ってい
ます。
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世古名知夫ta)
Ann叫 Report2012. 
SEKO nachio 
ta) 
t 学術調査員，計測器担当
Academic Investigator, Test Equipment Divis10n. 
a) E-mail: sekon@rapid.ocn.ne.jp 
あらまし ミュージアムを効率よく運用するために、
収蔵している物品の機能、保管存在が明確になってい
ることです．収蔵庫に保存されている測定器の調査・
と関連した課題を行いました．安川蔵書コレク
ションを開梱を行いと，収蔵書籍の分類，整理をおこ
なっています．
キーワード 高周波計測，測定器，無線通信
1. まえがき
高周波測定技術（周波数・電カ・電界． SG・ 部
品など）の無線通信の初期から今日までの変遷を調
るために収蔵庫に保存されている測定器の調
を行いました．この調査に関連したテーマ
を行ったので合わせて報告します．
2.報告書の内容
(1) 測定器の調査，
(2) アナログ計器の動態整備
(3) 
(4) 
3. 内容の説明
3.1 測定器の調査，整理
2012年3月に収蔵庫に保存されている測定器の
名称，機能・仕様，製造者，製造年月、付属品，外
観寸法，重量について調査しました。
周波数計 21種、電測計 21種，電力計 12種， S
G38種，オシロ 15種，テスタその他測定器を含ん
だ16 0種のリストを作成しました。
保管場所を確保するために安川蔵書コレクション
の開梱を行って作業が書籍関係にシフトして，測定
器関係の動作チャックなどの作業は残念ながら中断
になりました。
3.2 アナログ計器の動態整備
保管されて未整備の精度 0.5%1％のアナログ交
直電圧電流計の整備を行いました。小椋調査員の協
カで動作チェックを行って動態整理になりなした。
今日，計器がデジタル化されているので動態展示は
必要です。
3.3 安川蔵書コレクションを開梱，整理
測定器の保管する場所を確保するために安川
コレクションを開梱を行いました。ダンボール8個
分の書籍を図書館倉庫地下に搬送し整理しました。
3.4 収蔵書籍の分類，整理
リストされている収蔵書籍は歴史資料館から引き
ついた約33 0 0冊です。田中先生が分類して大山
さんがリストを作成してくださったものです。
を熟知された先生がオリジナル・コードA~zに分
類されています。ミュージアム開設からの書籍は約
1 0 0 0冊（リスト化されてない）あります．
関係者と協議の結果，この 10 0 0冊をA~zに
分類整理は困難と判断しました．電通大図書館，国
内の図書館で採用している「日本十進分類法」で整
理することにします．歴史資料館から引きついた約
3 3 0 0冊をすべて国会図書館蔵書検索システム
(NDL-OP AC)で検索しました． NDLは日
別
にしているので雑誌
します。
ました。
4.むすび
測定器，
小椋調査員の多大な協力を
明らかにしたことは自
負するものであります。ミュージアム全体の共通な
タベースを痛感します．
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大学博物館および公共博物館の歴史と現状
高橋雄造専門分野博物館学，技術史
あらまし 科学研究費補助金による高等教育，中等教
，工学研究開発，歴史展示の研究
キーワード 高等教育，中等教育工学，研究開発，
博物館展示
はじめに
日本学術振興会の科学研究費補助金・基盤研究
(C) 「帝国大学・高等中学校の成立と工学の誕生」
（代表者は東京大学大学院総合文化研究科岡本拓司
准教授）の研究分担者として， 日本および欧米ほか
における高等教育・中等教育と工学の成立について
の資料を収集し，また，茨城県立歴史館（水戸市）
の展示（日立製作所の家電部門の製品史）における
と研究開発の関係の事例を調査したこの年度
の成果として，博物館学の論文（査読付）と技術史
の学会発表各 1件がある（下記）．
なお，前年度までの科学研究費補助金・基盤研究
(B) 「高度成長期日本の共同研究ーー産学関係を
中心に」（代表者は東北大学大学院経済学研究科平
（編）『日本の共同研
』，ミネルヴァ書房として
近々刊行される予定である．高橋雄造は，その第 7
章「電子工業における共同研究グループの歴史
unofficialなセクターを中心とした考察」を執筆し
た．
成果
[1]高橋雄造「博物館とはなにかー一正当性・正統性の主張，
規範，矯正，企業博物館，大学博物館」，『科学技術史』
（日本科学技術史学会論文誌）， 12号， 2012年 10月， 63-
76頁．
[2]高橋雄造「ネガティブなエレクトロニクス技術史ー一高柳
健次郎の「イ」の評価，ソニー「神話」」， 日本科学技術学
会第 15回研究発表会， 2012年 10月28日， 18-21頁．
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総合コミュニケーション科学からの視点
田中正智ta)
A view from communication to communications in the Museum. 
TANAKA Masatomo 
ta) 
ta) 学術調査員
Academic Investigator. 
あらまし 「総合コミュニケーション科学」とは、
「人と人」 「人と社会」 「人と自然」 「人と人
工物」 が相互作用する双方向コミュニケーションを
実現するため、コミュニケーションに関わる科学技術
を統合・融合することで創出される科学の新しい概念
である。（大学案内 20 1 3)そしてこの UECコミュ
ニケーションミュージアムは“本学の教育研究に関連
する歴史的機器及び資料を収集、保存し、展示するこ
とにより、科学技術の歴史に関する理解を深め、もっ
て教育及び学術の発展に資することを目的とする”も
のである。（コミュニケーションミュージアム規定）
1. コミュニケーションとは
コミュニケーションとは、本来、人間相互、人と
人との意思疎通あるいは情報収集の手段である。そ
れは要するに人と人との対話にほかならない。
1.1 コミュニケーションメディアとは
人と人とのコミュニケーションは、コミュニケー
ションメディアを介して行われる。そのメディアは
れるもので次のように分類できる。
;¥ 視覚メディア 聴覚メディア 味覚・臭覚・触覚メディア
言語メディア 文字、数字など は業
モー ルス信号
非言語メディ 均振り・手振り 音楽・音粋等 味・匂い・皮府
ア 表梢等 感覚
ここにコミュニケーションメディアは、それを用
いてきた民族固有の財産である。固有のコミュニ
ケーションメディア無しでその民族の特徴は語れな
い。 M．マクルーハンは“メディアがメッセージ”
と唱えた。コミュニケーションメディアとコミュニ
ケーションの内容は分離できない。
なお、上に挙げた五感によらず、いわゆる第六感
によるコミュニケーションの事例もある。その場合、
いったい何がコミュニケーションメディアになり得
るのだろうか。
2. コミュニケーションの態様とミュージアムの展
示
われわれ人類の直接の祖先がこの地球上に出現し
たのは 20万年前といわれる。そして 19万年以上
聴覚言語メディアすなわち言葉と、味、匂い、それ
に皮膚感覚だけでコミュニケーションを交わしてき
た。もとより何の記録も残されていない。そしてそ
の音声が記録されるようになったのは、百数十年前、
T．エジソンによって蓄音器［第 2展示室］が発明され
てからのことである。
その人類が視覚言語メディアすなわち文字を使用す
るようになってから僅か 1万年弱しか経っていない。
2.1 「人と人」とのコミュニケーション（直接対話）
ふたりの人が交互にメッセージを交換する。これ
がコミュニケーションの基本。話し手は自身の話し
たい内容をコミュニケーションメディアで相手に伝
えようとする。この場合、生まれてこのかた、お互
いの経験も文化的背景も異なる。加えて何を正しい
かとする知性（知）、相手に対する好悪の感情（情）、
“なにくそあんなやつに負けるものか”の意地
でメッセージの表現も内容も異なる。した
がって、話し手が発するメッセージと受け手が理解
する情報とは、微妙にあるいは大きく異なるのが一
般である。
2.2 情報通信システムを介した「人と人」とのコ
ミュニケ＿ション
人と人が遠く離れていたり、時代を異にする場合
テムを使用する。 2.1に述べた人と
人との直接対話を情報通信システムを介して行うこ
とがある。この場合、知・情・意は話し手のメッ
セージにも、受け手が受取る情報にも含まれる。
報通信システムは［第 1展示室］ （主に送信機）と
3展示室］ （主に受信機）で見ることができる。
なお国際的な情報通信ネットワーク発達の歴史につ
いては、正面エントランスホールの展示パネル「通
信ネットワークの発達」と展示設備を併せて参照の
こと。
また、情報通信とりわけ無線通信ないしは衛星通
信のために電波が幅広く利用されている。その電波
と電波の利用について、簡単な解説が階段下の展示
パネル「通信のための電波」に示されている。
2.3 メッセージ入出力／処理のための端末装置
情報通信システムにメッセージをコミュニケー
ションメディアで送信機に入力するための電鍵
（モールス符号）、マイクロフォン（音声）など、
機から受け取るためのヘッドフォン（モールス符号／
音声）、スピーカー（同じ）など、さらにメッセージを
15 
記録するための蓄音機、記録装置などが［第2展示室］
に展示されている。また、それら入／出力、記録さら
には処理などのためのコンピュータも同展示室内に
展示されている。
2.4 「人と社会」とのコミュニケーション
ここに「社会」とは教室、学校、企業、自治体、
国家など人びとの集団を指す。それら先生、社長、
市長、総理大臣あるいは大統領などが発するメッ
セージは「社会」を構成する生徒／学生、社員、市
民ないしは国民によって受容される。
受け手からの質問、意見、提案などは、「社会」
が民主的に運営される限り集約／集計された情報と
して「社会」の指導者／支配者ないしは首長に届く。
「人と社会」におけるコミュニケーションが成り
つ。しかしながら、コミュニケーションメディアの
理解は人によって異なる。それがその人の個性であ
るのだが・・・。
したがって「人と社会」におけるコミュニケー
ションを成立させるためには新聞、放送、
の手段とそれらによる自由な言論が保証される必要
がある。
日本が近代国家として成り立った明治の初期頃の
システムが I第5
2.5 「人と自然」とのコミュニケーション
ここに自然とは、地球環境（気象・海象、動植物
の生態・分布などを含む）、宇宙環境あるいは宇宙
空間ならびにそれらの存在する物質などである。こ
れら自然と人との対話は対象の観察、計測などのシ
ステムを利用して行われる。
「人と自然」（地球環境）とのコミュニケーショ
ンの例としてリモートセンシングについて［第4展
内の展示パネル「世界気象監視の WWW」
と「電気通信大学中規模利用局 UEC-MDUS」を
参照のこと。また、「人と自然」（物質）とのコミュ
ニケーションの例は［第 7展示室］で NMRや
ESRとして見ることができる。
2.6 「人と人工物」とのコミュニケーション
ここで人工物とは、建築／建造物、機械、船舶、
航空機、ロボット、原子炉などなどを指す。これら
人工物の特性を測定し操縦しあるいは使用するため
に、計測・制御の技術が駆使される。
たとえば人工地震の振動（メッセージ）を建築物
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に与えてその建築物の揺れ方ないしは耐震特性（情
報）を知ることができる。
一般に計測・制御システムは与えられたメッセー
ジに対する応答／反応が情報としてメッセージの
り手すなわち測定者にもたらされる。
3.情報通信／計測・制御・探査システムを支えるエ
レクトロニクス
エレクトロニクスは要するに熱を加え、光ないし
は放射線を照射し、あるいは電界と磁界を作用させ
ることなどによって電子流、すなわち電流を発生さ
せこれを自在に制御する技術である。
2.1から 2.4で視点を当てた電信・電話に始まっ
た情報通信システムは、たとえば真空管の開発が新
しい通信システムの開発を可能にし、進んだ通信シ
ステムの実現がさらに高性能の真空管を必要とした。
またたとえば、 2.5にとりあげたリモートセンシ
ング技術にみるような衛星搭載用の探査／観測シス
レクトロニク
れている。
られない新たな性能を
し、その要求が満たされると
別の要求を満足すべく新たな素子が登場してきてい
る。それらエレクトロニクスの技術を実現さ
と半導体など能動素子のコレクションは
で見られる。
4. むすび
以上は 2012年度授業「総合コミュニケーション
科学」（橋本猛教授担当分）受講生の見学会(11月 30
日）における筆者の解説である。
「人と人」とのコミュニケーションは衣・食・住
とともに人類が生存するために不可欠な行為である。
そのためには、コミュニケーションメディアによる
直接的かつ個別的なメッセージの交換が主体となる。
また、「人と社会」、「人と自然」、「人と人工物」と
のコミュニケーションにおいては、それら「社会」、
「自然」、「人工物」からの擬似的ないしは統計的な
メッセージの受容（観測・測定結果などの解釈・分
析）など情報通信の運用が主体となる。本稿は「総
コミュニケーション科学」の新しい概念と「歴史
的機器および資料」をどのように融合させるのかを
議論する最初の試案に他ならない。
UEC Museum of Communications Annual Reports 
歴史的価値を有する半導体デバイスの収集と展示の
準備
時田元昭 ta)
TOK.ID Motoaki 
ta) 
t 学術調杏員，電子管担当
Academic Investigator, Electron Tube Division 
a) E-mail:tokida-mk@mti.biglobe.ne.jp 
あらまし 20世紀のエレクトロニクスの発展を実現し
たデバイスは真空管でしたが，後半では半導体という
- 材料の特性を活かしたトランジスタと，それが多数集
され，回路機能を持った集積回路 (Integrated
Circuits:IC)が主流となりました当ミュージアムでは
真空管の発展経過及びその間における特徴ある
を展示していますが，そのあとを次いで発展してきた
半導体デバイスについても広く収集し，系統的な展示
しています．
キーワード 半導体， トランジスタ，集積回路， IC,
LSI, ゲルマニウム，シリコン，化合物半導体
1. まえがき
写真 1:ゲルマニウム・トランジスタの内部
半導体の高周波領域における実用化の最初は無線
電信の検波器でした最初は黄銅鉱，方鉛鉱のよう
な天然の鉱石であり，次いでゲルマニウムやシリコ
ンのダイオードとして使われました．増幅発振機
能をもつデバイスとしての最初の点接触型トランジ
スタは， 1947年にバーディーン(J.Bardeen米）と
ブラッティン(W.Brattain米）によって発明され，
現在実用になっている接合型トランジスタは翌
1948年にショックレイ(W.Shockley米）によって発
明されました．初期のゲルマニウム・トランジスタ
は1箇づつの手作業で作られました（写真 1)
また、個別半導体であるトランジスタを一つのチッ
プに多数集積し，回路機能を持った集積回路が発展
した結果，真空管時代には一つの建物ほどのコン
ピュータが，手のひらに乗るほどの大きさにまで
なっています．また，数 10キロワットもの放送機
送信機が半導体デバイスで実現しています．
これら半導体デバイスの開発初期の実験品や製品
はそれを研究し，製造販売した企業でも丁寧に保
存されずに失われつつありますこれら歴史的価値
のある技術遺産を収集し，展示しようとするもので
す
2.展示の進行状況
2.1 半導体デバイスの現品の収集
これまで多くの方々からの寄贈品を受けることが
できましたまた今までに寄贈され，未整理のまま
に保管されていた中からも
かっています．
2.1 
品物が見つ
収集品の中には真空管以前に活用された鉱石検波
亜酸化銅整流器、セレン整流器もあり，また半
導体時代の先駆けとなった点接触型トランジスタの
もあります．そして最先端の超 LSIや化合
物半導体製品もあって，半導体デバイス
史を展示できる現物が確保できました．
2.2 
寄贈されたトランジスタ，ダイオードに
しているものもあり，機器類の修理にも役立て
られます．
2.3 現状での展示状況
6展示室の入り口付近にとりあえずの展示ス
ペースを得て展示していましたが，奥行き 30セン
チほどの展示台で不十分でした．今般新た
用の展示ケースを購入し，その場所も決まりました
ので充実した展示を進めます．
3. 開発実用化に関する文献類の収集
スの発展の歴史を知る上で重要な資
料，代表的な論文，雑誌記事，特許明細書などをコ
ピーし，保管しました．
3.1 トランジスタや ICのパッケージ，およびチッ
プ（写真 2)
ページ末尾の写真 2を参照してください． これ
らは著作権の問題があるため一般公開せず，研究者
用に保存管理にとどめます．
17 
4.将来構想
半導体は動態展示が難しいです．半導体表面が湿
気に敏感なため，金属やプラスチックのパッケージ
の中であり，動作している部分が半導体チップの中
でμm単位の大きさだからです数ミリ角のシリ
コン・チップに，初期の ICではトランジスタ 10個
ほど，今では億の単位になっていますこうなると
普通の顕微鏡でははっきり識別できません．広大な
田畑を航空写真で見ているようでまった＜面白味が
ありません．それでも初期のチップと比較して観察
してもらうため，顕微鏡を置くことを検討したいと
考えています．写真 3は NECの最初のアナログ
ICであるはPClのチップで， 1mm角のシリコン ・
チップにトランジスタ 2箇，抵抗 5箇から成る 2段
増幅回路です．
トランジスタを使った簡単な工作実習を企画する
ことは可能です． トランジスタ 1個と CR数個で
CR発振回路などが手頃です。組み立て後の波形を
見ることができ，持ち帰ってイヤホンで発振音を聞
くことができるので，少年少女にも典味を持っても
らえそうです高校生くらいになれば， CRの値か
ら周波数を計算できるところまで発展できます
3.むすび
ひところ「貿易摩擦」，「半導体摩擦」という言葉
がマスコミなどで取り上げられたことがありました
1980年代で， 日本製半導体，特に ICメモリが大
量にアメリカに輸出され，アメリカの半導体メー
カーが騒ぎ立てた時代でした 一般の人たちは，何
か半導体というものがあって，その日本製は優秀で
世界に輸出しているという理解でした．半導体とい
うのは製品の名前ではなく，鉄とかガラスといった
材料の名前であって，それを使って作ったトランジ
スタや IC,LSIといったデバイスが日本製は優秀
で，世界で評価されて輸出され，ひところはアメリ
力を凌駕していたのです．あらゆるエレクトロニク
スの装置の中で中心的な働きをしていながら，ひっ
そりとしているので，真空管のようにはアピールが
できません．ここでは， 一般の人にも分かってもら
える展示を心がけていきます．
文献
[l] ウイリアム・ ショックレイ ”接合型トランジスタ発
明までの道＂ 連載第 1回 日経エレクトロニクス
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写真2:ICパッケージのいろいろ
写真 3:初期の ICのチップ
UEC Museum of Communications Annual Reports 
第2展示室の展示について
中川圭介ta)
Making of the Disply in the Room2 
NAKAGAWA, Keisuke 
ta) 
t 学術調杏員，コンピューター担当
Academic Investigator, Computer Division 
あらまし 第 2展示室ではオーディオ，ビデオ，コン
ピューターに関係する機器と，各分野の技術の進歩の
歴史について展示しています．ここでは，今年度の進
と現状と来年度の目標について報告します．また、
ホームページの製作についても簡単に説明します．
キーワード オーディオ，ビデオ，コンピューター，
技術の歴史，データベース．
1. まえがき
第 2展示室全体の展示とその内容を記述する
データベースは，基本的に，コミュニケーション
ミュージアムが 2008年に始まったときに行った
計にしたがって作られてきました． 2章は第 2
ついて， 3章はコミュニケーションミュージア
ムのホームページについての記述， 4章の砂すびは
いする感想と反省です．
2.第2展示室
2展示室は 4つのコーナー，ラ
オーディオ機器，コンピューター関連機器，ビデオ
機器，に分かれています．そして，展示されている
個々の機器を記述するファイルと，展示の状態を記
述するファイルから構成される第 2展示室データ
ベースが作られています．
この章では， 4つのコーナーの展示と第 2
タベースについて説明してゆきます．
2.1 ラジオコーナー
ラジオ受信機は約 120台あり，ラジオ放送開始
の 1920年から現在までを技術の進歩にしたがって
以下の 5つの時代に分けて展示しています：
(1) 1920年前半：電源は外部の蓄電池．
(2) 1920年後半：電源AC化，外部スピーカー．
(3) 1930年代， 40年代： Superheterodyne方式
の完成，内部スピーカー．
(4) 1950年代：トランジスターラジオの出現
(5) 1960年代以降： ICラジオ．
今年度は構成を変えずに展示数を減らし，その中
の 2台の真空管式ラジオ受信機， RCARadiola 60 
(1928年製）と SCOTTPhilharmonic (1937年
製）を選んで現在の放送を聴くことができるように
しました．前者は 4台のマグネティックスピー
カーを 1台ずつスイッチで選んで接続できるよう
に構成してある一方，後者は 30球スーパーヘテロ
ダイン方式で 12インチの大型スピーカーを備えた
最高級ラジオ受信機であって，当時の Hi-Fiシステ
ムを楽し匂ことができます．
2.2 オーディオコ
オーディオコーナーはエジソンの蝋管蓄音機から
現代の Hi-Fiシステムまでの音を実際に聴くことが
できる場所ですまた，音楽などを記録するメディ
アも展示されています．今年度は
紙テープベース磁気テープ (1950年頃）
38cmオープンリールテープデッキ (1976年）
5.1サラウンドシステム (2013年）
が加わり Hi-Fi再生システム，記録メディアの進歩
の展示がともに充実しました．
5.1サラウンドシステムは CD, スーパーオー
ディオディスク (SACD),DVD, ブルーレイディ
スクに記録された広帯域のオーディオ・
を読み，ステレオあるいは 6個の音源から
を行う最新の Hi-Fiシステムであり，エジ
ソン円筒レコード， SPレコー ド， LPレコー ド，
CD, SACD ・サラウンドシステムというオーディ
オ技術の進歩を体感できるコーナーになりました．
2.3 ビデオコーナー
このコーナーは 2次元画像と図形を扱う機器の
展示で， 8116mmフィルム映画機器，テレビ受像機，
ビデオレコーダー・プレーヤーに分かれています．
度は，紙カードによる動画の製作， 16mm
フィルム編集器による映画の原理の理解， 8mm映
の上映， 5.1サラウンドシステムによるビデオ視
聴が加わり，フィルム，ビデオテープ，レーザー
ィスク， DVD, BLUray-discという一連の映像
メディアの再生機器を知ることができるように
なりました．
ビデオ機器の充実によってビデオによる展示の解
説，機器の動作解析が可能になり，
音機のオートチェンジャーの動作，タイガー計算器
の使い方，箱入り娘の解，などのビデオプログラム
を作り利用しました．この経験から，教材作成時に
はフルハイビジョン用のテレビカメラ，教材の視聴
にはディジタルテレビを出カディスプレーとする
性能のパーソナルコンピューターを使用しています
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2.4 コンピューターコーナー
コンピューターについては以下の 6つの時代に
分けて展示する計画です．
(1) コンピューター以前の計算機器
(2) ENIACから EDVACまで．
(3) コンピューターの出現
(4) メインフレームとミニコンピューター．
(5) ワークステーション．
(6) パーソナルコンピューターとスーパーコン
ピュー ター ．
(2), (3)の時代のコンピューターは入手が不可能
なので写真を掲載している歴史書を展示しています．
今年度は，「実装方法の変遷」と「タイプライ
ターからワープロまで」の展示を行いました前者
は回路素子としてリレー，真空管 トランジスター，
IC, VLSIを使ったプリント基板と，パーソナルコ
ンピューターのマザーボードの展示で，後者は機械
式タイプライター，電動タイプライター，
イプライター，ワードプロセッサー等の進展をハー
ドウェアとソフトウェアの両面から見る
2.5 データベース
タベースは，展示されている装置を記述した
ファイルの集合と展示の内容を記述するファイルの
集合で構成され， HTML
1つのファイルには 1つ
入り，装置の名前，製作年，製作者，写真， 200文
字程度の説明が含まれています．装置の資料を調べ，
を撮り，文章をつける作業は調査員の最も大切
な仕事ですが，自分の専門でない分野の学習が必要
になることも多く，時間のかかる仕事です．
2.6 工房
展示室内の約 20平方メートルの空間を工房と呼
んで，見学者の実習と調査員の作業に使っています．
実習は，機械式計算機，タイプライターの取扱い，
16mmフィルム映画の編集器による理解，顕微鏡
による集積回路，記憶素子，レコードの溝，インク
ジェットプリンターのノズルなどの観察です．
調査員の作業の中心は展示品の整備とデータベー
スの作成であり，パーソナルコンピューター，ビデ
オカメラ，ディジタルカメラが利用できます．
2.7 2013年度の目標
来年度の目標はコンピューターコーナーの展示と
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データベースを完成することと展示室全体のデータ
ベースとパネルの見直しです．仕事の量はかなり多
いと予想されますが，桜井調査員と小椋調査員の参
加があるので，可能な計画と考えていますまた，
この仕事に関連して必要な，ナレーション付ビデオ
プログラムの作成援助システムを製作します．
3. ミュージアムのホームページについて
ミュージアムのホームページは展示室と同じ構造
になっていますこの構造は旧歴史資料館の内容を
電子化する目標を満たすために考えた方式であって，
2007年度に設計してプロトタイプを作り当時の調
の委員会で報告しました。 2008年度に林信夫
調査員がホームページとデータベースの構造記述を，
私が所蔵品データを担当して最初の版を完成し，そ
れまでのシステムに替えてインターネット上に公開
し今年度まで維持してきましたその間， 4年数ヶ
月にわたってホームページを一人で改訂管理運営し
てき
4.むすび
2008年 11月，コミュニケーションミュージア
ムの開館準備のとき入り口のパネルに展示室のメ
ンバーと議論して「アナログからディジタルヘ」と
記入しましたそれから約 5年たってみると，当
然のこととはいえ，展示は自然にそういう
す形になっています．さらに、
気技術、電子技術，ソフトウェア技術を吸収して進
歩する様子も見ることができると感じています．
しかし，ある装置が発明され進化してゆくときの
最初の発明の過程についての記述は不十分です． こ
の部分は技術の歴史の中で最も大切な部分の一つな
ので機会があれば展示に加えなければならないと思
います．（が，機会は残されているでしょうか？）
6.謝辞
コミュニケーションミュージアムでは多くのメン
バーとの交流がありました．林調査員にはホーム
ページと展示の実現で，宇佐美調査員，高澤調査員，
湯川前館長とは展示の実現の途上で，多くの議論と
作業を行いました． ここであらためて感謝いたしま
す．また，国府田東ー調査員と共に科学博物館に提
出した BITNETのデータの最終のまとめを行った
ことは大切な思い出です．
UEC Museum of Communications Ann叫 Reports
電気通信大学の研究の歴史点描
A sketch of research heritages in UEC 
中川直哉 a)
Nakagawa Naoya 
学術調査員、第7展示室
E-mail: ~nifty.com 
東10号館 101室 T且5296
1. はじめに
部屋の半ばを二分していた衝立をはずした。これ
により展示物の移動と展示面積の拡大がえられた。
新しい展示テーマとして 2012年度には
析」と「運動による 3次元像」が設置された。
展示物の全体の見とり図として部屋の中心に透明
パネルを下げ、「NMR」,「レーザー分光」、「ES
R」、「カイトアンテナ」、「電波時計」、「宇宙研究」、
「超伝導回路」、「質量分析」、「運動による三次元」
を記入した。又これら展示物に名札をつけ英名を下
部に記入した。
2.作業日
日の午後に来ることがおおいが、
候や体調その他で休匂ことがある。和田節子さんは
毎週火曜日に上野の科学博物館にボランテアとして
終日出かけ、国立の教育的機関としての科学博物館
の具体的な展示、解説作業を内部事情を含め直接、
体験している。
3.課題
第 7室が「黎明期の研究」だけであった頃の
説明やパネルが「電気通信大学の研究の歴史
点描」と第 7室のテーマが全時代にわたるこ
とになって修正が必要となったものがいくつ
かあり昨年半ばから訂正に取り掛かっている
が、 2013年度にずれこんでいる状態である。
の教職員学生と博物館のコミュニケイ
ションに一番関連が深い展示室と考えられる
ので現職教員との接触・交流に努力したい。
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平成24年度業務報告
中村治彦
Arurnal Report 
NAKAM口tA Haruhiko ta) 
t 学術調査員，無線機器担当
Academic Investigator, Radio Equipment D1VIs10n. 
a) E-mail: ~
あらまし 学術調査員として平成24年度に行った研
究調査，業務活動内容等について以下に取りまとめ報
告する．
キーワード 説明パネル展示品社会史史実調査
日露戦争
1. まえがき
本ミュージアムは 19 9 8年，歴史資料館として
それまで学内に所蔵してきた機器，教材などを保存
するため設立され，その後も外部からの寄贈品受け
入れを主体として所蔵品を増やしてきた．
今ミュージアム全体を俯厳するとき，大学の博物
館として全体を通して一貫したビジョンが希薄で，
展示室ごとの群雄割拠，手持ち品，“もらい物”を
とりあえずまとめて陳列したという印象が否めない．
組織のスタート時においてはやむを得ぬことであ
り，ミュージアムの今後の発展のためには，重要展
示品の有償購入（即ち高額予算の獲得），“出物”の
存在に関する情報力，幅広い学識経験とマネージメ
ント能力を有する専従管理者による一元的統括管理
運営，などが必要と思考する
2. 活動概要
2.1 説明パネル作成
「まえがき」で述べた現状を踏まえ，一般外来見
学者にもわかりやすいミュージアムを志向し，また
展示品の系統的一貫性不足を補完し，技術と史実の
正確な伝承を目的として説明パネルの作成充実に努
めてきた
パネル作成に当たっては，まず最初に見学者が電
気通信の発展過程をマクロ的に把握理解できるもの
を目指した．従って導入部としてミュージアム入り
ロ付近に掲示する年表，回線伸張図などは理工学的
ミクロ視点ではなく，電気通信におけるわが国近代
化の進展を示す社会史的マクロ視点で作成した．
そうして個別機器の説明については写真，図面等
を併用し，開発経緯，内部構造，使用実績等を技術
史的視点で記述してその機材が果たした役割が理解
伝承できるよう配慮した．
これらの史実研究のため関係資料館，研究機関等
の訪問調査，文献資料渉猟等を行ってきた．
下記に示す写真 1, 2は 2012年 7月逓信総合博
物館調査時のものである．
蒻｀．
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写真2改良型瞬滅火花送信機
以下に作成パネルの一覧を示す．
(1) わが国における電気通信の発達 年表
(2) 明治創業期電信幹線の伸張
(3) わが国無線送信機の変遷
(4) 電波を利用した上空の気象観測器
2.2 展示品の寄贈
貴重な所蔵品の永続的保存，ミュージアム展示品
の充実等を目的に，これまでから筆者の所有する日
米軍用無線機，真空管試験器，ラジオゾンデ，文献
資料等の寄贈を行ってきたが，今年度は下記2件の
寄贈を行った
(1) 米国製 COLLINS R390A 全波受信機：
真空管時代最後の最高級受信機として定評が
ある．軍用であるが官公署等でも広く使われ
た． UECミュージアムでは未所蔵であった
ので，ステータスシンボルとして何とか入手
したいと長年心がけ今回成就した． R390Aは
一般にラック実装仕様でシャーシむき出しの
ものが多く，今回寄贈品のように卓上設置用
としてきちんとキャビネットケースに入った
ものは希少である．
(2) IBMマーク入りミニアチュア真空管3本：
IBM社大型汎用コンピュータ SYSTEM360
装置で使用されていたもの． 8ピンおよび9
ピン，双 2極（あるいは双 3極） MT管，
品名規格不詳， 用途不明，意味不明の数字
が多数印字されている．オランダ・フィリッ
プス社製， ドイツ・テレフンケン社製，アメ
リカ製（メーカー不詳）． 未使用新品予備品．
検波器
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IBM社が自社ブランド名の真空管を広く世
界中の真空管メーカーに製造させていたとい
う史実は重要である．本品は市販にない希少
品である
2.3 U ECミュージアム紹介記事原稿執筆
中部産業遣産研究会より，会員である筆者に対し
同会研究誌「産業遺産研究」 2013年度号の博物館
紹介シリーズに，電気通信大学UECコミュニケー
ションミュージアム紹介記事執筆依頼があり，
ミュージアム展示委員会に報告のうえ原稿を執筆し
た． A4判4頁写真入り 2013年 5月発行予定
2.4 電気通信をめぐる史実調査研究
世界史の上で電気通信が果たしてきた役割はきわ
めて大きい．筆者は実務経験を有する通信技術者と
して，また軍事史学会 (1936年創設，
録団体）会員として，わが国軍用電気通信の歴史に
ついて調査研究を行ってきた。
日露戦争 100周年記念に際し，
学会，軍事史学会において日本海海戦をめぐる情報
を行ったが，軍用通信は軍事機密扱いで
あったこともあり現在なお未解明の部分も多くライ
フワークとして引き続き研究を進めている．［1～3]
2.5 日露戦争が無線通信発展に与えた重大インパ
クト
わが国電気通信の歴史を研究する者は日
しつかり学ばねばならない． 1904年に勃発した日
露戦争はちょうど無線通信の黎明期と重なった。
1903年，わが国無線通信研究の両当事者であった
，海軍の間で協定が結ばれ，逓信省は戦争終
結まで海軍の研究実験を妨害する電波発射を伴う研
究実験を中止することになった。
これにより実用化途上であったわが国の無線通信
研究は海軍により一手に行われることになり， 日
開戦の切迫もあり逓信省人材の参加も得て組織を挙
げて大々的に研究実験が進められた．
無線通信実験は通常，送信側，受信側の 2手に
分かれ 1対 1の対向通信で細々と行うのが一般的
であったが，海軍では対向実験の初期段階を経た後，
すぐさま多額の戦費をつぎ込み多数の試作無線機を
製造，また要員養成を行って艦船，陸上望楼に無線
局を設置機能試験，要員訓錬のため同時多数の通
を大々的に実施した．
こうして効率的に実用性のある無線電信機開発が
進められ，無線電信機の実戦配備後も軍用通信のO
JTを通して実証実験を重ね，より実用性の高い高
性能機へと改良を重ねたのであった．［4～5]
日露戦争遂行という国家的使命のもとに，開発が
急がれ実戦で活躍した日本海軍通信こそが世界に先
駆けた本格的実用無線通信の始まりであり，そのと
き使用された三六式無線電信機は現存すれば重要世
に相当する．
3.むすび
UECコミュニケーションミュージアム展示品の
はかり，それらが生み出された歴史的背景と
果たした役割を史実としてしつかり学び，未来に向
けた新しい技術開発の教材として次代に伝えてゆく
ことがわれわれの責務 る．
参考文献
[1] 中村治彦，“皇国の興廃を賭けた情報通信網と木村駿
吉，”日本海海戦 10 0周年記念事業 10 0 0人委員
会， 日本海海戦 10 0周年記念歴史セミナー「世界
を変えた日露戦争」， p-15, パレスホテル，東京， 2 
0 0 5年 5月28日
[2] 中村治彦，“日本海海戦：その情報通信からの視点
4,"太平洋学会誌， vol.12, No.I, pp87-110, May 
2005. 
[ 3] 中村治彦，冨澤一郎，“日露海戦をめぐる情報通信環
境”平成 17年度（第 39回）軍事史学会年次大会，
p-15筑波大学， 2 0 0 5年6月4日
[ 4] 電波監理委員会，『日本無線史』第十巻， 1951.
[5] 海軍軍令部『極秘明治三十七八年海戦史』第四部巻
四， 1911
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ミュージアムのホームページを作って 6年
林信夫ta)
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t 電気通信大学名巻教授／学術調杏員 （ホー ムページ担当）
Professor Emeritus at University of Electro-Communications I 
Academic Investigator (Website Design and Implementation) 
a) E-mail : ~
あらまし ミュージアムの開館に合わせ，ミュージア
ムの所蔵品データベースに基づくホームページの作成
がデータベースの作成と並行して行われた．ホーム
ページの設計方針と初版から現行の最終版までの推移
を振り返り，ホームページの構成について実際の画面
を示しながら報告する
キーワード ホームページ， HTML, リンク機能
1. まえがき
歴史資料館が UECコミュニケーションミュー
ジアム（以後単にミュージアムと呼ぶ）と名を変え
て現在の建物に移転するに際し，ミュージアムの
ホームページを新たに作成することが決まった移
転に先がけて 2007年 8月 30日に最初の検討がな
され，以来検討を 6 回重ねて方針が決まり ，
ミュージアムの開館に間に合わせて最初のバージョ
ンが公開されたその後単なる掲載品の追加など
も含めて，延べ 60数回にわたる更新を経て拡充が
なされ，現在のバージョンに至った 2007年当時，
ミュージアムの所蔵品目録（データベース）が中川
圭介氏により構築され，これに基づいてサイトを作
ることが基本方針であった当時データベースのほ
うもまだ未完成であったしかし HTMLの強力な
リンク機能のおかげで基礎とするデータベースが未
完成でいわば後ろが開いていることを気にする必要
がないことに筆者は気が付いた． HTMLはわれわ
れの目的に大変適していたのである．
2. ミュージアムホームページの変遷
筆者がとった設計方針は所蔵品を写真で紹介しよ
うというものである．すなわち，展示室ごとにデー
タベースにリンクするサムネール ページを設け，
サムネールをクリックすると説明用写真と解説から
なる個別の解説ページにリンクさせた．
表 1は掲載数 234, データベースサイズ 46.6MB
で始まったホームページが 5年間で掲載数 543,
データベースサイズ 418MBまで拡張したことを示
す．データベースサイズの増加が掲載数の増加をは
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るかに上回っているのは，一部のラジオ，オーディ
オ機器で収録したオーディオファイルをつけ始めた
ことによる．
表 l ホームページの規模の推移
日付 掲載数 File数 Size(MB) 備考
08.11.20 234 1272 46.6 ほぼ初版
10.08.31 446 2322 177 全室掲載
11.03.05 515 •9. - カタログ
12.06.05 543 2963 418 最終版
10.08.31版では第 2展示室のページにヴィン
テージラジオが掲載され，第 6展示室のページに
大型真空管が追加されるなど内容が充実してきた．
ホームページ上で聴けるように蓄音機やヴィンテー
ジラジオの音の収録が始められた．サムネールペー
ジを編集して pdf化 しダウンロードできるように
なったのもこの版からである． 2010年度末に発行
されたミュージアムの簡易所蔵品目録はこの pdf
ファイルの体裁を若干変更したものである．その後
カタログはしおりをつけるなど改良され，カタログ
11.03.05版となった
3. サイトの階層構造とサイト内サーフィン
サイトのホームページ（アクセスされる最初の
ページ）は画面の左側に常に配置されるメニューフ
レームとその右隣でリンクされる相手によって変わ
るメインフレームに分けしてある
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図 l ホームページのリ ンク構造
メニューフ レームからは主として各展示室のトッ
プページにリンクする．展示室トップページからは
所蔵品のサムネールと名称，製造会社，年代などの
簡単な項目を集めて表にしたサムネールページにリ
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ンクし，見たい所蔵品のサムネールをクリックする
と当該所蔵品の記述ページにリンクする
データベースには記述ページ，サムネール画像，
詳細画像の 3種類のデータが格納されている．サ
ムネール画像 (gif画像）はサムネールページから
参照され，詳細画像 (jpg画像）は記述ページから
参照される．図 1はこのリンク構造を示したダイ
ヤグラムであり， 2010年 7月末の展示委員会に提
出したものである．
図 2に第 2展示室トップページ（部分）から
オーディオ機器のサムネールページ（部分）を経て
エジソン蝋管蓄音機の記述ページに到達するまでの
画面を示す画面左側のメニューフレームは常に表
示され，閲覧したい展示室，あるいは，項目を選ぶ
ことができる最終版では図に示すように News
から Memoまでの 17項目のメニュー項目が置かれ
た．
特別展示の項目はスウェーデンの博物館から貸与
されたリーベン管をクローズアップするために
2011年 1月に追加したものである．これまでも，
メニューにはのせなかったが，めずらしい真空管式
ヴィンテージラジオが 2010年 6月にまとまって手
に入った際に，特別展示したことがある
所蔵品サムネール集の項目はカタログをメニュー
からダウンロード出来るようにしたものである筆
者はサイトのアクセスログをチェックしていた時期
があるが，週に数回程度はダウンロードされており，
役に立っていたようである．
4.むすび
最初は HTMLエディタに助けてもらって立ち上
げたホームページであるが，充実した内容のメンテ
ナンスしやすいサイトに仕上げることが出来たと思
う． HTMLは使い慣れたテキストエデイタで書け
る実に扱いやすい言語であり，所蔵品が常に増加し
ていくわれわれのミュージアムを紹介するのには最
適である，というのが，この仕事から筆者が得た知
見である．
記述ページの写真と解説は初版では当時既に中川
圭介氏が蓄えておられたものを用いた．その後の記
述ページの大部分は中川圭介氏が調査して書き，第
6展示室の大量の大型真空管とリーベン管の記述
ページは亡くなられた国府田氏がまとめた両氏に
感謝します．
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スケルトンテレビの製作
藤岡清登ta)
A work of skeleton model for a monochrome telev1s1on 
FUJIOKA Kiyoto 
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t 学術調査員，電子管担当
Academic Investigator, Electron Tube D1V1s10n 
a) E-mail: fujiokak@topaz.ocn.ne.jp 
あらまし 初期の真空管式白黒テレビを修復し，内部
が見えるように改造した展示物を製作しました．
シャーシー、ブラウン管，真空管，偏向ヨーク，フラ
イバックトランス，イオントラップなどの部品形状や
その装着方法が明確に観察できます．地上デジタル放
送をアナログ電波に変換するための変調器も製作し，
当時の受像状態を再現して展示しました．
キーワード 展示物製作，テレビ，ブラウン管，
チューナー，真空管
1.まえがき
わが国では真空管式白黒テレビの生産は 1951年
に始まり、 1971年にはほぼ終了しました現在は
動態展示も殆どなくなり，ましてやテレビの内部ま
で観察できるような展示は見かけません．見学者に
初期のテレビ技術について，より多くの情報を提供
するために「スケルトンテレビ」を製作しました
図 1 製作したスケルトンテレビの外親
展示モデルは，感電，爆縮などに対する安全性を
確保するため，シャーシーに合わせてアクリルケー
スを製作して収納しました当時の画質をできるだ
け忠実に再現するために，工場出荷レベルの調整を
行い，同時に長年の展示に耐えるように予防修理と
メンテナンスマニュアルを作成しましたまた主要
部品には部品名称のラベルを貼り，理解を容易にし
ました．
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2.テレビ本体の仕様と歴史的背景
• 製造者 松下電器産業（株）
．型名 T-14R1A 
• 発売 1958年（昭和 33年）
・ CRT 14AHP4A (対角 36cm ネック径
36mm) 
・チューナー ターレット式 (12チャンネル）
・受信周波数 90 ., 108MHz, 170 ., 
222MHz 
・映像中間周波数 27MHz 
• 音声中間周波数 4.5MHz 
・電源 トランスレス式 セレン整流器倍電圧整
流
・ 使用真空管本数 15本
図2 オリジナルセットの外観とシャーシー
2.1 ブラウン管
ブラウン管は対角 36cmネック径 36mm電磁偏
向／静電集束型でユニポテンシャルフォーカスの電
子銃が使用されていまず当時のものは既にメタル
バックが施されていましたので、イオン焼けの問題
は解消されていたと考えられますが，電子銃はその
後しばらくの期間はベントガンが使用されていまし
た当時は酸化物カソードのため，実用寿命は
3,00....,4,00時間程度でしたそのため使用頻度
の高いセットでは 1~2回の交換が必要でした
2.2 チューナー
この機種には 7AN7カスコード増幅による 12
チャンネルターレット式チューナーが搭載されてい
ます松下電器の製品に限って見ますと、 1955年
頃まではロータリースイッチ式で，高周波増幅は 5
極管 (EF80,6BX6)が使用されていました 1955
年後半からはカスコード増幅のターレット式に移行
しています真空管は当初 7AN7が使用されまし
たが， 1958年頃にフレームグリッドのハイ Gm管
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7DJ8が開発され，電界強度の低い地域でも良好な
画像が見られるようになりました．
2.3 フライバックトランス(FBT)，偏向ヨーク(DY)
FBTは低圧コイルと高圧コイルが別巻で，両コ
イルともハネカム巻線された当時の典型的な構造で
す．高圧パルスを 1X2Bで半波整流して約 13.5kV
を得ています
DYは水平，垂直コイル共にサドル型のコサイン
巻が使用されていまず表示パターンには約 5mm
のピンクッション歪が生じるため， DYのアームの
先に付けた 2個の棒磁石で補正磁界をつくり，線
の曲がりを修正しています．
3.展示品の製作
3.1 テレビセットの整備
テレビセットは，真空管とブラウン管の劣化，電
解コンデンサの容量抜けと液漏れ，ペーパーコンデ
ンサの絶縁抵抗劣化，ソリッド抵抗の抵抗値変化等
が認められたため，新品と同等レベルで動作するよ
うに故障修理と予防修理をしました．今では交換部
品が入手できないものの一つに特殊シャフトの可変
抵抗器がありますこれらは分解掃除と内部の抵抗
板の交換により，回転時に生じるノイズを除去しま
した．
して仕上げました．温度上昇を 15度以下に抑える
ために，小型のファンを付けて排気する構造としま
した
4.むすび
内部が良く蜆察できるように，アクリルケースに
収納した初期の白黒テレビの展示品を製作し，
2012年の調布祭に展示しました．今後の課題とし
ては補修用の真空管とブラウン管の入手を考えてお
く必要があります．またこのような展示方法が好評
であれば，真空管式カラーテレビモデルも検討した
いと思います．
このほかに、歴史的価値のあるテレビを 4台修
理・修復し動態展示できるようにしました。また、
主に映像管の美観と耐震を考慮した展示の作業を実
施しました。未着手が、まだ多くあります。引き続
き自宅で加工作業し，遠路からこれを持参しての作
業になります．
? ?
[1] “全テレビ回路図集第 1集”、平山秀雄、電波新聞
出版局，pp.336-392,Sept. 1967. 
[2] “全テレビ回路図集第 2集”、平山秀雄、電波新聞
出版局，pp.313-382,Oct. 1967 
[ 3] “全メーカー製テレビサービス・ハンドプック” ，松
下電器産業株式会社， pp.30-39 
図3 2連スイッチ付き可変抵抗器の分解修理
3.2 台座とアクリルケースの製作
後のメンテナンス性を損なわないようにシャー
シーを台座に取り付け，その上からアクリルケース
を被せる構造としましたまた台座には 15mm厚
のシナベニヤを用い，中央を大きくくり貫いて
シャーシー裏面へのアクセスを容易にしました．
アクリルケースは 5mmの透明キャスト材を使用
しましたまずこれを切断し端面を研磨してから仮
組立てをした後，コーナーを 2塩化メチレンで接着
27 
ミュージアムにおける支援活動
横光治＋a)
Support for Operation on the Museum 
Maki Kohji t a)
t学術調査員，電子管担当
Academic Investigator, Electron Tube Division 
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あらまし ミュージアムを円滑に運営するため
活動（作業支援）が欠かせません．調査員人数も増え，
作業分担の調整，作業場所の確保・整備や展示方法の
企画などが必要です．更に，各担当物品の収蔵場所の
調整など，センター機能も必要です．これら支援活動
について報告します．
1. まえがき
作業支援には，歴史的に貴重な物品や資料（紙資
料：図書など・メデア：フィルムやテープなど）が
廃棄処分される前に確保すること，それらを搬入し
，また記録すること，必要なものは展示
すること，公開 (HPなど）すること，研究者・
生の利用に供すること，などがあります．これらの
うち，実施した主な支援活動（作業）を報告します．
2.物品・資料の収集活動
2.1 
日本無線 (JRC)から廃棄処分の情報を得て折衝
の結果，送信管など数種類・ 100点ほど，製作図面
（当面非公開）・技術資料を寄贈していただき搬入
をしました．（有澤調査員及び技術部員が搬
入）
2.2 
NTT武蔵野研究開発センター（武蔵野通研）か
ら，電子管． 80点ほど寄贈いただき搬入作業をし
ました．（小栗調査員と所有車を使用）
3.資料の分類・整理
3.1 
安川コレクッションの図書をようやく開梱しまし
た．その大量の図書・雑誌を大分類し，書庫
室）に運び入れました．石島・桑島・宮入・和田・
世古・小栗・櫻井・小椋の各調査員と横が作業をし
ました．（石島車及び横車を使用）蔵書リスト作成
には、宮入・世古の調査員が中心となって進めてい
ます．
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3.2 
未整理であった電子管を分類・整理し，プラス
チックケースや大型管は棚を整理し収納しました．
また，「収蔵電子管リスト」に追加の作業を始めま
した．（青山・山肩および磯田調査員候補が担当）
棚・場所の調整支援をしました．
4.展示室の作業
4.1 
まず，
らし，ダンボールの雛壇（仮
設）を木製に変えました．（大塚・青山）また，見
学順路を考え展示ケースの再配置をしました．（
山・時田・横）
4.2 
「調布祭」及び「オープンキャンパス」向けに，
動態展示を企画・実施しました．デカトロン・マ
ジックアイ・回転陽極式X線管などです．中田・小
・櫻井・小椋の各調査員が作業をしました．
5. TVの動態展示（藤岡調査員）
5.1 真空管式白黒TVの動態展示（スケルトン）
と修復を依頼し，材料の確保などの支援をお
こないました．みごとな動態展示ができました．
5.2 SONYのTR式の修復 (3台）
CRTと高圧整流管を除き最初の 8inTR式 TVな
どの修復が完了しました．現在，展示スペースの関
係で 1台のみ動態展示をしています．
5.3 初期のキットTVも修復，動態展示中
CRTや真空管の確保・送付の支援をしました．
6.人員の確保
学術調査員も高齢化が進んでおります．高齢者は，
2名以上で作業することが望ましいまた，
週1日では稼働時間が短いため，なかなか作業が進
みません．展示や収蔵の作業には力仕事もあり，ま
た PCに詳しい若手 (60歳代）の確保を調査員各
位にもお願いしています．直近では，磯田調査員候
補および小口：お手伝い 1名が作業を始めています．
（小口貴仁氏を調査員に予定）
7. 資料の調査
BK管やデカトロンの資料調査を進めています．
HPや小冊子で公開予定です．まだ HPに載せてい
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ない展示中の電子管が多数あり，写真撮影と資料調
査を始めました． （大塚・青山・時田・山肩・槙）
8.むすび
大学の宣伝に効果的ある「ミュージアム」活動に
は，「知識・経験・体力」ある人材の確保が不可欠
です．収蔵庫の増床と調査員の作業スペース確保も
冬 必要です．更に，「電子産業技術史」などの講座開
設が望まれます．
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平成24年度年次報告
宮入源太郎展示担当室第 1 展示室•第5展示室
あらまし 平成24年4月から 25年3月までの期間、
「ECコミュニケーションミュージアム（以下、館と
記す）において実施した事項について報告する。
キーワード 有線電信、動態復元、
倉庫、ミュージアムニュース
はじめに
私は平成 24年度は月平均 4日出勤し、私の経
験・知識・技能が役立つであろうテーマについて調
査・計画し、必要に応じて資材入手・製作等により
実現に努力した。また、収蔵図書の現状に注目しそ
の散逸を防ぐための方策として整理・整頓すべく
とともに協力して作業した。また、必要に応じて
来館者の案内、展示物の整理・清掃・修理などを実
施した。以下、その内容について記述する。
1.初期の有線電信の動態展示
当館に収蔵されている明治・大正期に使われた有
線電信機器を利用して初期の有線電信システム
現・動態展示を
また、電信信号を乗り換えるための有極継電器が老
朽化により動作不安定になったので、回路を変更し
しないようにした。この継電器
は初期の有線電信の動作には欠かせない構成品であ
るので、動作はさせないが展示品として残している。
のいくつかは、代替品の無い貴重な品物が使
われており、日常の保守・点検にも留意している。
この展示を動態展示するためにいくつかの構成品
に代用品が使われており、今後これらを純正品また
はそれに代わる方法に変更して明治・大正期の状態
に近づけて時代的な忠実度を向上させたい。この展
について典拠した主な文献を文献の項に示す。
2.収蔵図書の整理
従来、当館の収蔵図書・文献類は場所も収蔵方法
も無秩序で、空間利用率も低かった。そこで、 2年
以上前から関係有志と図って整理することをすすめ
てきた。特に、 24年度は新しく採用された学術調
査員の協力も得て、図書館倉庫の整理グループを結
成して活動した結果、図書の大部分は図書館倉庫に
集約され、新しく書棚も増設し、一定の分類ルール
にしたがって整理する活動がスタートした。
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グループの構成員は、石島、桑嶋、槙、世古、小
櫻井、宮入、事務局として有澤の各氏である。
宮入は幹事役を務めた。構成員各位の活動は、それ
ぞれの自発的活動を尊重し、作業分担や内容は各位
の年次報告のとおりである。
3. 「ミュージアムニュース」の発行
に登録されている学術調査員は 30名を超え
ている現在、日常的に事務室に出入りする際に見知
らぬ同士が顔を合わせることも多いことが感ぜられ
る。学術調査員同士が知り合ってお互いの情報を共
有できるようにすることや当館の活動状況について
に知らせることなどの必要性を感じたことから、
そのための情報誌の発行を提案し、
同をいただいた。 4月に第 1号を発行すべく作業を
すすめている。
おわりに
当館の活動は、 ・エレクトロニクス分野
での特定項目に得意かつ興味のある社会人のそれぞ
に応じた奉仕活動により構成されている。
通常の組織体とは違い、善良な社会人を前提として
組織的な制約が非常に少ない自由な活動が行われて
いることを特徴としている。
しかし、学術調査員の人数が増えるとともに、組
織的活動やルールの明確化、保安上の対策などの必
要性が生ずることが考えられ、ボランティア活動の
良さとの調和をいかにするかが課題になると予想し
ている。今後、このことについても
るとともに大学の付属施設として第一線の教官や職
にとって使い勝手の良い施設が実現するよう努力
していきたい。
謝辞
以上に報告した各項目は、私ひとりでの単独作業
で実現したものは無く、多くの学術調査員の方々の
協力により実現している。特に、石島 巌、桑嶋陽
和田光弘、横 光治、世古名知夫、櫻井徹男の
各氏にお礼を申し上げたい。
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4W20000A 
昭夫ta)
Water cooled transmission tube, 4W20000A. 
Akio Yamakata 
ta) 
t 学術調杏員，電子管担当
Academic Investigator, Electron Tube Division. 
a) E-mail: jalirh@nifty.com 東10号館 111室，電話 5296
あらまし 第 6展示室の一隅に米国アイマック社が製
造した、水冷四極送信管「4W20000A」が展示されて
いますより大型の送信管も多く並んでおり、ともす
れば見過ごされがちですが、以下に展示に至る経緯を
紹介しました（産業技術史的物品の探索作業）
キーワード テレビ放送機・
1. はじめに
4W20000Aは bombardmentと呼ばれる特殊な
カソードの加熱構造を持った送信管です．カソード
とフィラメントの間を 2極管の動作によって生じ
た熱損失により，カソード温度を上昇させ電子放射
います．また，プレート損失が 20kWであ
•特殊カソード
る『ジャンク屋』と呼ばれる古物商の店先です．多
数並べられた古い真空管の脇に，小さな写真が挟ん
であるのに気付き，よく見てみると紛れもなき
4W20000Aでした．店主に尋ねると 2本あるがど
のような素性の真空管か判らず大きく重いことも
あって，現物は自宅に置いてある とのことでした．
同じく長い間探していた青山学術調査員にも同行願
い同店を訪れ事情を説明したところ，ミュージアム
への寄贈を快諾していただき展示が実現しました．
以上の状況から，国内では「4W20000A」の所蔵
は本ミュージアムのみと考えられます。
ることから， 50kWの映像出力 ためには， 2
し規格値の上限に近い厳しい
した．このため，その動作状態
の監視には細心の注意が必要でした．
その後国内で開発された4極送信管 8F68
は特殊な構造を持たず，水冷より効率の良い蒸発冷
却方式によって得られる 30kWのプレート損失に
より，出力に余裕があり長期にわたって安定な動作
が行える設計となっています．
4W20000Aは国産化が行われなかったことに加
え，国内では一部の放送局が使用していたに過ぎず，
その数は限られたものでした。また， 8F68が開発
されたことにより放送機の更新が急速に進み，昭和
40年代には使用数がゼロとなりました． 8F68は国
内の 2社が製造したことと併せ，使用数も比較的
多かったことから入手はさほど難しくなく，ミュー
ジアムにも TV放送機本体に装着されたものと，第
6展示室に展示されているものがあります．
4W20000Aは，テレビ放送機の歴史上欠かすこと
ができない，あるいは当時テレビ送信業務に関わっ
た人には忘れることのできない送信管で，手を尽く
して探したが国内の放送機メーカーや放送局はもち
ろんのこと米国でも残っているものは皆無で見つけ
出すことができませんでした．
その幻の送信管に出会ったのは，秋葉原のいわゆ
?
写真：ミュージアムに展示された 4W20000A
2. むすび
は，産業技術史的価値ある物品
の探索・収集の例を申し述べました． しかし，実作
業時間の多くは収蔵庫内の物品の移動とその整理作
業に多くの時間を割きました． 今後は，まずこれ
等所蔵品の記録作業を進めます．更に，一般品・
重品などの仕分けの必要を感じておりますと共に収
蔵庫の拡充を希望します．
文献
[1] "4W20000Aデータシート”,EitelMcCllough Incカタ
ログ， 1954年2月
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第 3展示室等の現況 (2013年3月現在）
芳野赳夫
担当：第3展示室、および第 1展示室軍用機器部分
1.第3展示室の現況
1.1 はじめに
第 3展示室は、無線通信を構成する最も重要な、
あらゆる悪条件の中で目的の受信信号の正確な検出
を可能とする、最も高度な技術の集大成とされる
波・超短波通信用受信機について、 1920年代に始
まる技術の発展追及の流れを、各年代に従って分か
り易く展示することを目的とした展示室である。現
在は、主に安川七郎氏の寄贈の通信機を中心として、
1920年代から 1960年代に至る期間の技術の発展
過程に関する展示を行っている。
1.2 世界的に貴重な展示品
特に展示品の中に、本ミュージアムの宝でもあり、
世界に残存する唯一の名品として、国際的貴重品と
して注目されている有名な短波用ダイバーシティ
「1938年製の HallicraftersDD-1」を展示し
ている。また 1927年のリンドバーグの大西洋単独
に刺激されて、世界中
が開設され、同時に航空路の安全・運行制御の必要
が高まり、これに応じて 1932年に米
National社は AGS受信機」 (AviationGround 
Service)を発売した。 AGS受信機は世界で最初に
スーパーヘテロダイン回路を通信用受信機に採用し
たことで有名であり、世界に極めて少数が現存する
希少な完全無欠品の[1936年製AGS受信機lを、上
記の DD-1と共に第 3展示室の入りロ
している。
1.3 通信用受信機の発展
無線機の黎明期から 1960年代に掛けて、米国で
3大通信機メーカーとして知られている National
社、 Hammarlund社、 Hallicrafters社がある。第
3展示室では、 1927年頃から 1960年代の真空管時
代の終焉期に至る改良とその発展の歴史を、通信界
において長く一世を風靡した National社の HRO
受信機を各年代順に展示し、 1934年から第 2次大
戦を経て、戦後に続き、 1960年、通信用受信機で
初めてトランジスタ化した HRO500が発売される
まで、 HRO受信機を各年代順に展示し、来館者が
比較体験できるようにした。
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無線通信従事者たちは極めて初期の段階から、受
信機のダイヤルで正確な受信周波数が読み取れ、受
信機の周波数切替えを行っても常に正確な周波数が
再現できることを望んでいた。正確なダイヤル表示
の実現は、通信用受信機がディジタル化される
1980年代までの歳月を要した。同時に特に早い段
階から悩まされた受信周波数のバンド切換えの確実
性を求めた各社の工夫改良の課程が、実機の機構を
取り出した展示によって、歴史的に順序よく一目瞭
然理解できる展示を行っており、この点が来館者の
高い評価を得ている。
周波数帯バンド切り替えは、スーパーヘテロダイ
ン方式が使用される以前の l-V-1時代から、
National AGSのように周波数バンド毎に各回路の
コイルを幾つも差し替える方式となり、バンド毎に
一体化してプラグイン差し替え方式にした HRO受
信機、シャーシーの中を一体化したコイルケースを
横にスライドするカタコンベ方式、また第 2次大
戦中に重用された Hammarlund社の SuperPro
ように機構的にがっちりしたカム構造による
切替機構など、初期の技術者が如何に周波数切り
えの不安定性の改良に努めたかを、現物を用いたジ
オラマで実際に体験できる い評
価を得ている。
1.4 ディジタル時代の通信用受信機の展示
現在第3展示室では、通信用受信機の創設期から
1960年代の真空管使用時代までのスーパーヘテロ
ダイン回路の改善による性能向上につ
している。しかし完全にトランジスタ化した 1980
年代以降は、ディジタル化が進み、受信波は A-D
変換されディジタル信号処理回路を通して、あらゆ
る変調方式も受信できる時代に変化し、正確な周波
数直読も実現した。第 3 展示室ではこの
DSP(Digital Data Processor)受信機も確保してお
り、近い将来特別展示を行い、次第に常設展示に移
行する計画を立てている。
1.5 その他の貴重な展示
安川家に保存されていた第 2次大戦以前の我が
のアマチュア無線局の免許申請過程の原本のコ
ピーと免許状を展示した。戦時下のスパイ事件を恐
れた当局がアマチュア無線申請者の身元保証を強く
求め、当時、学習院の学生であった安川氏が、
の学習院長で海軍大将の野村吉三郎に身分保障を依
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頼した文章の原本の写しなど一式の書類の展示は、
戦時下の無線通信の統制を示す証拠資料として、永
遠に後世に残していくべきである。
2.第 1展示室軍用機器展示
2.1 はじめに
第 1展示室軍用通信機展示により、主として第2
次大戦時における日米の軍用通信機を比較展示し、
当時の彼我の無線通信に対する考え方と技術レベル
の差異を直接比較できる。特に日本陸軍は有線通信
を通信の主体に考え、第 2次大戦終了まで旧式な
94式 1号から 6号までの野戦通信機を使っていた。
米国は多数の真空管を用いた高性能の野戦用
機器を使用し、常に安定確実な野戦通信を確保して
いたことが展示品の比較から確認できる。
2.2 第 2 次大戦•以降の米国の航空機搭載機器の
展示
大戦中生産されたすべての航空機に搭載された
ARC-5型隊内通信機が展示されている。このシス
テムは受信機3台、送信機2台、
成り、 1939年以来殆ど回路変更なく
性能は高く安定してい
る。また爆撃機等に搭載された基地間通信用
の BC-348は 1938年から戦後まで 14
れ、戦後は精密なコリンズ方式の ARR-41-受信機
に代わった。また B-29長距離爆撃機の出現に合わ
せて、新規採用された出力 100Wの ART-13型送
信機も展示されており、これも 12万台以上が量産
されている。第 2次大戦後ジェット戦闘機が開発
されると、 ARC-5では収納が難しくなり、且つ軍
用航空周波数が 200MHz—400MHz と改変なった
ため、隊内・長距離・帰搭受信機までを 1つの筐
体内にまとめて収納した ARC-27搭載通信機も展
示されている。またベトナム戦争のさなかに開発さ
れた RT-295B型ヘリ搭載用通信機は、サブミー
を配線基盤に直接ハンダ付けしてあり、真空管
からトランジスタヘの移行期の回路設計例として極
めて興味がある。この機器は 2台展示され、うち 1
台はその興味ある内部構造が分かるよう展示してい
る。
2.3 日米の通信機生産思想の差
展示機器から、米国は事前に十分試作を重ねて安
定性能を得た小種類の機器を共用し、多年にわたり
非常な多量生産を行って、故障時に自由に交換可能
で整備もらくとなり、常に安定供給する少種多量生
産の米国と、少量多種生産にこだわった日本の生産
体制との明確な相違が展示品を通して容易に理解で
きる点、見学者の高い評価を得ている。
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雑誌・会報の収蔵状況 (2012年度年次報告）
和田光弘
Collection Status of Magazines & Journals 
WADA Mitsuhiro 
学術調杏員、無線機器担当
Academic Investigator, Radio Equipment Division 
E-Mail: wada3216@tbz.t-com.ne.ip携帯電話 080-5493-4426
あらまし これまでに多くの方のご好意、ご努力によ
り寄贈され収集された雑誌、学会誌、会報、無線電信
等の資料は、図書館倉庫 l階に収蔵されています。そ
の一部は現在も整理中ですが、雑誌類はほぼ整理が完
了しました。日本のラジオ放送開始当時から終戦まで
の技術を紹介した「日本のラジオ」や、アマチュア無
線を趣味とした人たちが愛読した「CQham radio」「無
線と実験」等々、海外出版物を含めればその数は約
4,000冊になります。この報告書では、これまで
理した収蔵雑誌の、主なタイトルとそのバックナン
バーをご紹介しています。
1. まえがき
無線工学史の研究資料として、雑誌、
報、各種の無線通信資料は貴重です。ミュージアム
には、これまでに集められた多くの雑誌・
収蔵されています。引越し後は暫く未整理の状態が
いていましたが、図書館倉庫の 1階に収蔵場所
が決まり、 2012年初めに書棚が設置されて以来、
を続けてまいりました。ようやく
しましたので、その内容の一
部をご紹介します。あわせて未整理の資料にどの様
なものがあるか、今後の予定と併せてご報告します。
2.雑誌類の収蔵内容
表の横幅が広すぎるので段組を変更しました。次
ページに掲載したので参照してください。
3.学会誌・会報の収蔵内容
表の横幅が広すぎてここには入りきらないので段
組を変更しました。次ページに掲載したので参照し
てください。
4.未整理の資料と今後の予定
収蔵資料は多くの皆様のご好意により寄贈された
ものがほとんどで、現在もその数は増えつつありま
す。重複するものは整理して状態の良いものを残す
様にしていますが、その整理を今後も継続していき
ます。一方、電信史「テレガラーフ古文書考」の著
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者である川野辺冨次氏が収集された電信通信に関す
る図書や文献・史料のコピーなど（幕末・明治）、
レーダーの PPI指示方式の特許などで知られた望
月冨氏の資料、その他、無線交信記録、海運会社史、
日本無線史、船舶通信関係の条約、無線電信局名録
など、多くの通信関連の資料があります。これらを
して、利用者が手軽に閲覧できるようにしたい
と思います。
5.むすび
会報や学会誌は通信技術のルーツと発展の歴史を
知る為の資料として貴重です。また雑誌類は、その
技術がいつ頃どのように社会に取り入れられ、人々
の生活を便利にしてきたかを知る資料として役立ち
ます。またアマチュア無線やオーディオなどは、一
般人の興味と生活を知る生活史の資料としても参考
になるかと思います。引き続き、収集さ
資料を書棚に整理整頓し内容を公開して、学術調査
員や研究者の方々に活用して頂きたいと思っていま
す。
文献：
[l] 桑嶋陽ー・宮入源太郎共著「受電室 lF収蔵図書ご案
内」（平成 22年4月 13日
UEC Museum of Communications 
No. タイトル 出版社 収蔵雑誌のI＼令ックナンIV- 冊数
1 ラジオの日本 日 ラヂオ協会 1932年 2月号～1942年 10月 128冊
2 無線と実験 誠文堂新光社 1924年 5月 （創刊号）～2007年 5月号 394冊
3 CQ ham radio CQ出版社 1946 9月号（創刊号）～2011 12月 572冊
4 HAM Journal CQ出版社 1974年 No.1（創刊号） ～1995年 No.100 100冊
5 モービルハム 電波新聞社 1973年 5月 （創刊号）～2000年 3月号（最終号） 356冊
6 ハムライフ 電波新聞社 1971 8月 （創刊号）～1975 6月 49冊
7 日本放送出版協会 1947年 6月 1969 9月号
8 ラジオ技術 ラジオ技術社 1947年 4月 （創刊号）～2008 1月 整理中， 子供の科学 誠文堂新光社 1948 1月 1962 12月号 88冊
10 初歩のラジオ 誠文堂新光社 1951 3月 1964年4月 52冊
1 QST ARRL 1926 1月号～2007年 12月号 481冊
12 A凱TEURRADIO CQ 1984年 1月号～1998年 12月 187冊
13 ANITIQUE RADIO CLASSFIED 1984 9月 1992年 12月 整理中
14 WIRELESS WORLD 中
表 1 収蔵雑誌のタイトルとバックナンバー
にダブリ、抜けあり）
No. 
表2 学会誌・会報類
タイトル
??????
WS（日本アマチュ
PROCEEDINGS OF THE ELECTRICAL AND ELECTRONICS ENGINEERS (1914年～1965年の 50年間分）
（ほぼ創刊号から揃っている筈ですが、書棚への整理は今後の作業となります）
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DEC Museum of Communications 
国府田東ーさんを偲ぶ
骨方は、本学電気通信学部・電波通信学科陸上通信専攻 (RB37) を卒業され、日本無線 (JRC) に就職、同社
の真空部・開発部・研究所等に勤務されました。その間、数々の業績をあげられました。なかんずく、本邦初か
つ唯一のメッジュカソード UHF4極送信管である 8F63Rの開発に従事されました。この 8F63Rは、 NHKや
民放局ばかりでなく海外に於いても使用されました。現在、骨方の輝かしい業績の一つとして第 6展示室に展示
されております (http:/www.museum.uec.ac.jp/database/valve/bf4/8F63R.html)。
さて、電子管の分かる青方には、早く母校のお手伝いをしてほしいと何度もお願いしました。 しかし、定年退
職後に系列会社に行かれ、そこでも余人に替え難いと、なかなか退職を認めてもらえず、待ち焦がれておりまし
たところ、古希を前に、ようやく願いを叶えてくれました。
学術調査員となった骨方は、相変わらず真面目に週2日来館、夏は蚊取り線香とスプレー、冬は電気ストープ
を仲間にしながら、もくもくと数万本の電子管と格闘、その倉庫業務および 1本 1本、型名など確認しながら
データを PCに打ち込んでリストを作成されました。その労作に対し、期せずして調査員有志から「感謝の会」
の提案があり実施しました。骨方の作成されたデータベースを基に、更に完成度を上げるべく我らは進めてまい
ります。
過日、突然奥様より「ガンを患って行けない」旨通知があり衝撃をうけました。退院後、歩行が可能になった
時期にご自宅近くの喫茶店で会い、まだ作業も完了していない、皆が回復を待っていると励ましました。昨年春、
卒後50年同期・会がハルモニアで開催された時に、奥様と来館されたのが最後となりました。後日、奥様から完
了するまで何とか作業を続けたい、と言っていたと聞きました。まことに、残念でなりません。国府田さん、安
らかにお眠りください。（合掌）
学術調査員横光治（記）
?
卒後 50年の同期会にて奥様と
（大学内コミュニケーションパーク前で平成24年撮影）
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